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朝
鮮
女
子
勤
労
挺
身
隊
の
動
員
と
国
家
無
答
責
の
法
理

←→ 

検
討
の
課
題
と
方
法

本
節
で
は
、
朝
鮮
女
子
勤
労
挺
身
隊
員
と
日
本
国
(
当
時
の
大
日
本
帝
国
)
と
の
聞
の
法
的
な
関
係
を
確
か
め
、

そ
こ
に
お
け
る
国
家

無
答
責
の
法
理
の
適
用
範
囲
を
検
討
す
る
。

そ
の
前
提
と
し
て
、

ま
ず
、
こ
の
間
の
朝
鮮
女
子
勤
労
挺
身
隊
関
係
の
諸
判
決
に
お
け
る

問
題
点
を
確
か
め
て
お
く
。

こ
れ
ま
で
の
判
決
に
お
い
て
は
、
元
挺
身
隊
員
に
対
す
る
国
の
不
法
行
為
責
任
も
契
約
責
任
も
否
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い

て
比
較
的
詳
細
な
検
討
を
行
っ
た
最
近
の
東
京
高
裁
判
決
(
〔
表
当
事
件
・
第
二
審
判
決
)
を
引
用
し
て
み
よ
う
。

「
こ
の
よ
う
な
〔
事
実
上
、
女
子
挺
身
勤
労
令
の
定
め
と
同
様
の
形
態
で
の
〕
女
子
挺
身
隊
員
に
よ
る
挺
身
勤
労
は
、
地
方
長
官

(
ひ
い
て
は
被
控
訴
人
〔
国
〕
)

の
一
方
的
な
命
令
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
女
子
挺
身
隊
員
と
な
る
べ
き
者
と
被

控
訴
人
と
の
聞
の
契
約
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
(
こ
の
こ
と
は
、
何
ら
の
意
思
表
示
に
基
づ
く
こ

と
も
な
く
、

一
方
的
に
挺
身
勤
労
を
命
じ
ら
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
国
民
登
録
者
た
る
女
子
に
つ
い
て
は
特
に
明
ら
か
で

あ
り
、
志
願
に
基
づ
い
て
女
子
挺
身
隊
員
と
な
る
者
に
つ
い
て
も
、

そ
の
本
質
は
異
な
る
も
の
で
は
な
い
と
解
さ
れ
る
。
)
、
両
者

の
関
係
は
、
権
力
的
な
関
係
で
あ
っ
て
、
対
等
な
当
事
者
聞
に
お
け
る
契
約
関
係
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
そ
う
で
あ
る
と
す
る
と
、
:
:
:
明
治
憲
法
下
の
被
控
訴
人
の
行
為
に
つ
い
て
国
家
賠
償
責
任
を
追
及
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

こ
と
は
既
に
説
示
し
た
通
り
で
あ
る
。
ま
た
、
仮
に
志
願
に
基
づ
く
女
子
挺
身
隊
員
と
被
控
訴
人
と
の
聞
に
は
、
契
約
類
似
の
関

係
が
成
立
し
、
被
控
訴
人
が
契
約
上
の
安
全
配
慮
義
務
に
類
似
し
た
義
務
を
負
う
と
解
す
る
余
地
が
あ
り
得
る
と
し
て
も
、
被
控



訴
人
の
関
与
は
、
挺
身
勤
労
を
命
じ
る
こ
と
に
と
ど
ま
り
、
実
際
の
挺
身
勤
労
は
、
当
該
事
業
場
の
事
業
主
の
指
揮
命
令
下
に
お

い
て
行
わ
れ
、
被
控
訴
人
が
、
実
際
の
挺
身
勤
労
を
指
揮
命
令
す
る
な
ど
こ
れ
に
直
接
関
与
す
る
わ
け
で
は
な
い

(
女
子
挺
身
勤

労
令
〔
等
〕
は
、
女
子
挺
身
隊
員
保
護
等
の
観
点
か
ら
、
そ
の
勤
労
条
件
に
つ
い
て
一
般
的
な
規
制
を
行
う
こ
と
を
予
定
し
た
も
の

で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
か
ら
、
女
子
挺
身
隊
員
が
被
控
訴
人
の
直
接
の
指
揮
命
令
下
に
お
い
て
挺
身
勤
労
に
従
事
し
た
こ
と

大審院判例からみた「国家無答責の法理jの再検討(二)・完

し
た
が
っ
て
、
:
:
:
雇
用
主
と
し
て
の
安
全
配
慮
義
務
違
反
を
問
題
と
し
て
い
る
:
:
:
控
訴
人
ら
の

主
張
は
:
:
:
採
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
。

に
な
る
も
の
で
は
な
い
。
)
。

」
の
東
京
高
判
は
、

一
方
で
、
女
子
挺
身
隊
員
と
固
と
の
法
関
係
は
権
力
的
な
関
係
で
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
国
家
無
答
責
の
法
理

を
援
用
し
て
国
の
不
法
行
為
責
任
を
否
定
し
、
他
方
で
、
不
対
等
な
関
係
の
下
で
は
「
労
働
者
派
遣
契
約
類
似
の
契
約
」

の
成
立
を
認

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
契
約
責
任
も
否
定
し
、
あ
わ
せ
て
、
動
員
先
の
労
働
現
場
に
お
け
る
被
害
に
つ
い
て
は
、
国

の
指
揮
命
令
権
が
及
ば
な
い
と
い
う
理
由
を
示
し
て
、
国
の
安
全
配
慮
義
務
違
反
も
成
立
し
な
い
と
判
断
し
た
。

し
か
し
、
前
節
で
明
ら
か
に
な
っ
た
大
審
院
判
例
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
こ
こ
に
は
見
す
ご
す
こ
と
の
で
き
な
い
過
誤
が
あ
る
。

第
一
に
、
判
決
文
を
一
瞥
す
れ
ば
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
「
権
力
的
な
関
係
」
と
い
え
る
の
は
「
挺
身
勤
労
を
命
じ
る
」
場
面
に
限
ら

れ
る
の
で
あ
っ
て
、
固
と
女
子
挺
身
隊
員
と
の
聞
の
法
関
係
全
体
が
「
権
力
的
な
関
係
」
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
国
の

行
為
全
体
に
つ
い
て
「
国
家
賠
償
責
任
を
追
及
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

と
い
う
論
断
の
根
拠
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
大
審
院

判
例
は
、
命
令
行
為
そ
の
も
の
と
命
令
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
法
関
係
と
を
区
別
し
て
、
後
者
に
お
い
て
も
個
別
に
国
の
権
力
的
行
為

が
存
在
す
る
の
か
否
か
を
検
討
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
東
京
高
判
は
こ
う
し
た
判
例
の
態
度
を
完
全
に
黙
殺
し
て
い
る
。

の
存
否
に
つ
い
て
も
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
朝
鮮
女
子
挺
身
隊
員
ら
は

第
二
に
、
「
一
方
的
な
命
令
」

35 

で
も
「
志
願
に
基
づ
い
て
女
子
挺
身
隊
員
と
な
る
者
」
で
も
な
か
っ
た
か
ら
、
「
挺
身
勤
労
命
令
」
を
受
け

て
は
い
な
か
っ
た
。
東
京
高
判
は
こ
の
点
を
取
り
繕
う
た
め
に
、
朝
鮮
女
子
挺
身
隊
員
に
つ
い
て
も
「
事
実
上
、
女
子
挺
身
勤
労
令
の

「
国
民
登
録
者
た
る
女
子
」
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定
め
と
同
様
の
形
態
で
、
女
子
挺
身
隊
員
が
選
抜
、
決
定
さ
れ
、
挺
身
勤
労
に
従
事
し
て
い
た
も
の
と
解
す
る
余
地
が
あ
る
」
(
後
述
)

と
、
両
者
の
類
似
性
を
強
調
し
て
、
朝
鮮
女
子
挺
身
隊
員
の
場
合
に
も
「
一
方
的
な
命
令
」

が
あ
っ
た
も
の
と
認
定
し
た
。

し
か
し
、

大
審
院
判
例
を
ふ
ま
え
れ
ば
、

い
か
に
類
似
性
を
強
調
し
て
も
、

」
の
よ
う
な
認
定
は
で
き
な
い
の
で
あ
っ
て
、
裁
判
所
は
、
法
的
な

根
拠
に
照
ら
し
て
「
一
方
的
な
命
令
」

の
存
否
や
国
の
行
為
の
権
力
性
を
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
東
京
高
判
が
一
亦

し
?こ

「
事
実
上
、
女
子
挺
身
勤
労
令
の
定
め
と
同
様
の
形
態
」
云
々
と
い
う
根
拠
は
、
判
例
と
は
無
関
係
の
恋
意
的
な
も
の
だ
と
い
わ

ざ
る
を
え
な
い
。

そ
し
て
付
言
す
れ
ば
、
朝
鮮
女
子
挺
身
隊
員
の
動
員
は
国
に
よ
る

「
就
職
の
勧
奨
」
ま
た
は
そ
の
延
長
上
の
行
為
に

基
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
、

ご
方
的
な
命
令
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
も
の
」

で
は
な
い
の
で
あ
る
(
本
節
口

ω)。

第
三
に
、
女
子
挺
身
勤
労
令
お
よ
び
関
連
の
要
綱
だ
け
に
基
づ
い
て

「
実
際
の
挺
身
勤
労
は
、
:
:
:
被
控
訴
人
が
、
実
際
の
挺
身
勤

労
を
指
揮
命
令
す
る
な
ど
こ
れ
に
直
接
関
与
す
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
認
定
す
る
の
は
、
早
計
で
あ
り
、
明
ら
か
に
誤
り
で
あ
る
。
女

子
挺
身
隊
の
動
員
先
は
軍
需
会
社
の
工
場
だ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
こ
で
は
軍
需
会
社
法
が
適
用
さ
れ
、

さ
ら
に
、
隊
員
が
現
員
徴

用
さ
れ
た
場
合
(
一
九
四
四
年
末
ご
ろ
と
推
定
さ
れ
る
)
に
は
国
民
徴
用
令
も
適
用
さ
れ
た
。

と
く
に
後
者
の
場
合
、
隊
員
は
法
令
上
明
白

に
国
の
指
揮
命
令
下
に
置
か
れ
て
い
た
。
右
の
よ
う
な
認
定
が
基
本
的
な
事
実
を
ふ
ま
え
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
(
本
節

側
お
よ
び
@
参
照
)
。
ま
た
、

こ
の
種
の
雇
用
関
係
が
す
べ
て

「
権
力
的
な
関
係
」
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
後
に
み
る
と
お
り
で

あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
大
審
院
判
例
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
一
方
的
な
命
令
」

や
「
実
際
の
挺
身
勤
労
」

に
つ
い
て
事
実

認
定
を
行
う
こ
と
な
し
に
「
権
力
的
な
関
係
」

の
存
否
や
国
の
責
任
の
有
無
を
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
っ
て
、
事
実
認
定

を
欠
落
さ
せ
た
ま
ま
で
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
判
断
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
必
然
的
に
こ
の
判
決
の
よ
う
な
誤
り
を
犯
す
こ
と
に
な
る
の

で
ふ
の
る
。

右
の
東
京
高
判
は
、
国
家
無
答
責
の
法
理
に
関
連
す
る
国
の
行
為
の
権
力
性
を
比
較
的
詳
細
に
取
り
扱
っ
た
例
で
あ
る
が
、

そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
瞥
見
し
た
と
こ
ろ
か
ら
理
解
で
き
た
よ
う
に
、

そ
の
事
実
認
定
お
よ
び
法
律
判
断
は
き
わ
め
て
杜
撰
で
恋
意
的
で
あ



る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
原
因
は
、
大
審
院
判
例
に
関
す
る
理
解
が
欠
け
て
い
る
こ
と
と
並
ん
で
、
女
子
挺
身
隊
員
の
動
員
に

関
す
る
多
様
な
法
関
係
が
整
理
さ
れ
な
い
ま
ま
で
判
断
が
下
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
(
近
年
の
諸
判
決
に
お
け
る
国
家
無
答
責
の
法
理
に
関

わ
る
判
断
は
、
い
ず
れ
も
同
様
の
問
題
点
を
有
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
女
子
挺
身
隊
の
動
員
に
限
定
し
て
論
じ
る
こ
と
に
す
る
)
。

そ
こ
で
本
節
で
は
、

こ
の
法
関
係
を
、
斡
旋
・
連
行
(
引
率
)
・
徴
用
・
労
務
管
理
と
い
う
四
つ
の
局
面
に
分
け
て
検
討
を
進
め
る
。
国
の
行
為
の
実
態
を
確

か
め
た
上
で
、
根
拠
法
規
を
検
討
し
、
国
の
行
為
に
お
け
る

「
権
力
的
行
為
」
性
を
析
出
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

大審院判例からみた「国家無答責の法理」の再検討仁)・完

に)

斡

旋

)
 
1
 
(
 
行
為
の
実
態

第
二
次
世
界
大
戦
下
で
の
「
強
制
連
行
」

で
は
、
労
働
力
を
集
め
る
手
段
と
し
て
、
募
集
・
官
斡
旋
・
徴
用
と
い
う
三
つ
の
方
式
が

用
い
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
第
一
段
階
が

「
募
集
」
方
式
で
あ
り
、

一
九
三
九
年
ご
ろ
か
ら
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

」
れ
は
、

厚
生
省
か
ら
割
り
当
て
の
雇
用
認
可
を
受
け
た
事
業
主
が
、
朝
鮮
総
督
府
か
ら
募
集
許
可
営
受
け
、
指
定
さ
れ
た
地
域
で
割
り
当
て
人

数
の
募
集
を
行
い
、
集
団
渡
航
さ
せ
る
、

と
い
う
方
式
で
あ
る
。
第
二
段
階
が

「
官
斡
旋
」
方
式
で
あ
り
、
内
務
省
・
厚
生
省
・
朝
鮮

総
督
府
間
で
作
成
さ
れ
た

「
労
務
動
員
実
施
計
画
ニ
依
ル
朝
鮮
人
労
務
者
ノ
内
地
移
入
要
領
」
(
四
一
年
二
月
)
等
に
基
づ
き
四
二
年

二
月
か
ら
実
施
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、

日
本
内
地
で
雇
用
認
可
を
受
け
た
事
業
主
か
ら
提
出
さ
れ
た
斡
旋
申
請
に
対
し
、
朝
鮮
総
督
府
が

そ
の
通
知
を
受
け
た
道
が
、
郡
庁
・
職
業
紹
介
所
等
を
通
じ
て
末
端
行
政
組
織
で
あ
る

査
定
・
承
認
し
た
人
数
を
道
別
に
割
り
振
り
、

37 

の
導
入
で
あ
る
(
右
の
三
方
式
も
併
用
さ
れ
た
)
。
こ
れ
は
国
民
徴
用
令
に
基
づ
く
強
制
的
な
動
員
で
あ
る
が
、

に
同
令
が
適
用
さ
れ
た
の
は
四
四
年
九
月
だ
と
さ
れ
る
。

「
徴
用
」

日
本
内
地
へ
の
「
送
出
」

邑
・
面
に
人
数
を
割
り
振
り
、
邑
・
面
の
責
任
で
割
り
当
て
動
員
人
員
を
調
達
す
る
、

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
第
三
段
階
が
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一
方
、
朝
鮮
女
子
挺
身
隊
に
つ
い
て
は
、
官
斡
旋
、
募
集
・
志
願
(
行
政
機
関
に
よ
る
募
集
や
勧
奨
)
、
学
校
・
団
体
を
通
じ
て
の
動
員

(
校
長
や
担
任
教
員
の
勧
誘
、
お
よ
び
国
民
総
力
朝
鮮
連
盟
と
関
係
が
深
い
愛
国
班
・
婦
人
団
体
に
よ
る
動
員
)
、
そ
し
て
強
制
(
都
市
や
農
村
で
何
の
手
続

(
行
)

も
な
し
に
官
吏
や
警
察
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
動
員
)
と
い
う
四
つ
の
形
態
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
男
子
の
場
合
と
比
べ
る
と
、
徴
用
と
い
う
方

式
が
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
訴
訟
事
件
で
一
示
さ
れ
た
資
料
な
ど
に
よ
れ
ば
、
女
子
挺
身
隊
の
場
合
に
は
、
担
任
教

師
・
校
長
ら
に
よ
る
勧
誘
の
例
が
多
く
、

そ
の
際
に
は
憲
兵
が
立
ち
会
う
な
ど
、
国
の
強
い
関
与
が
あ
っ
た
、

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
の
判
決
で
は
「
労
務
者
の
選
定
、
取
り
ま
と
め
を
し
、

こ
れ
を
右
〔
朝
鮮
総
督
府
に
斡
旋
申
請
書
を
提
出
し
た
〕
事
業
主
に
ゆ
だ

ね
る
ま
で
が
総
督
府
の
斡
旋
業
務
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
」
と
も
認
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
日
本
に
行
っ
て
仕
事
を
す
れ
ば

女
学
校
に
進
学
で
き
る
し
、
高
い
給
与
が
得
ら
れ
る
」
等
の
欺
岡
・
甘
言
な
い
し
脅
迫
に
基
づ
く
動
員
で
あ
っ
た
こ
と
、

等
が
総
督
府
の
斡
旋
業
務
全
体
で
組
織
的
に
行
わ
れ
た
こ
と
も
確
実
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
欺
岡

n
L
 

〔
表
口
〕
事
件
第
一
審
判
決
は
、
朝
鮮
女
子
挺
身
隊
関
係
の
法
制
度
を
次
の
よ
う
に
要
約
し
て
い
る
。

根
拠
法
規
の
検
討

「
帝
国
日
本
政
府
は
、
昭
和
一
二
年
(
一
九
三
七
年
)

の
日
中
戦
争
の
開
始
以
後
、
戦
争
遂
行
の
た
め
の
軍
需
生
産
の
拡
大
に
迫

ら
れ

そ
の
な
か
で
労
働
力
は
恒
常
的
な
不
足
状
態
に
陥
っ
た
。

そ
の
た
め
、
同
政
府
は
、
昭
和
一
三
年
(
一
九
三
八
年
)

四
月

に
国
家
総
動
員
法
を
制
定
し
、
翌
一
四
年
(
一
九
三
九
年
)
に
は
国
民
徴
用
令
が
公
布
さ
れ
た
が
、
朝
鮮
に
つ
い
て
は

形
式
に
よ
る
労
務
動
員
計
画
を
策
定
し
て
労
働
力
の
統
制
と
総
動
員
体
制
の
確
立
が
図
ら
れ
、
さ
ら
に
昭
和
一
六
年
(
一
九
四
一

年
)
の
戦
局
の
拡
大
と
と
も
に
国
民
勤
労
報
国
協
力
令
が
施
行
さ
れ
、
翌
一
七
年
(
一
九
四
二
年
)
に
は
国
民
動
員
計
画
が
立
て

ら
れ
て
い
く
な
か
、
次
第
に
女
子
も
総
動
員
体
制
に
組
み
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
昭
和
一
八
年
(
一
九
四
三
年
)

「
募
集
」

九
月
の
次
官
会
議
で
女
子
勤
労
動
員
の
促
進
に
関
す
る
件
が
決
定
さ
れ
、

「
女
子
遊
休
労
力
の
解
消
を
期
」

し
、
「
勤
労
要
員
を
確



保
す
る
」

た
め
に
一
四
歳
以
上
の
未
婚
の
女
子
を
動
員
の
対
象
と
し
、
行
政
、
婦
人
団
体
等
の
協
力
で
勤
労
挺
身
隊
を
自
主
的
に

ま
た
、
同
月
の
閣
議
決
定
、
国
内
態
勢
強
化
方
策
で
は
、
「
女
子
動
員
の
強
化
」

さ
ら
に
昭
和
一
九
年
(
一
九
四
四
年
)
二
月
の
閣
議
決
定
、
決
戦
非
常
措
置
要
綱
で
は
、
「
女
子
の
女
子
挺
身

隊
強
制
加
入
の
途
を
拓
」
く
こ
と
が
決
め
ら
れ
、
翌
月
に
は
女
子
挺
身
隊
制
度
強
化
方
策
要
綱
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
国
民
登
録
者

結
成
さ
せ
、
団
体
で
行
動
さ
せ
よ
う
と
し
た
。

が
う
た
わ
れ
た
。

大審院判例からみた「国家無答責の法理」の再検討(二)・完

で
あ
る
女
子
を
強
制
的
に
挺
身
隊
に
組
織
し
、
必
要
業
務
の
協
力
を
命
令
で
き
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
同
年
八
月

に
は
、
挺
身
隊
制
度
に
国
家
総
動
員
法
に
基
づ
く
法
的
根
拠
を
与
え
る
た
め
に
女
子
挺
身
隊
勤
労
令
が
公
布
施
行
さ
れ
た
が
、
昭

和
二

O
年
(
一
九
四
五
年
)
三
月
、
総
合
的
、
計
画
的
、
機
動
的
な
動
員
体
制
確
立
の
た
め
に
国
民
勤
労
動
員
令
が
制
定
さ
れ
る

と
と
も
に
、
女
子
挺
身
勤
労
令
も
こ
れ
に
包
摂
さ
れ
て
廃
止
さ
れ
た
」
。

さ
れ
た
朝
鮮
女
子
挺
身
隊
に
は
直
接
適
用
さ
れ
な
か
っ

た
。
こ
の
挺
身
隊
は
、
女
子
挺
身
勤
労
令
等
が
定
め
る
正
規
の
女
子
勤
労
挺
身
隊
で
は
な
く
、
「
女
子
報
国
隊
」
な
ど
諸
々
の
名
称
・

形
態
で
集
め
ら
れ
、
後
に
「
女
子
勤
労
挺
身
隊
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
の
が
実
情
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
右

以
上
の
よ
う
な
法
制
度
は
、
朝
鮮
半
島
か
ら
内
地
へ

「
移
出
」

し
か
し
、

の
法
制
度
で
は
動
員
の
対
象
が
一
六
歳
以
上
ま
た
は
一
四
歳
以
上
と
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
朝
鮮
女
子
挺
身
隊
の
場
合
は
一
一
歳
な

い
し
一
六
歳
と
い
う
低
年
齢
で
あ
る
点
、
前
者
で
は
挺
身
勤
労
期
聞
が
原
則
一
年
と
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
後
者
の
場
合
は
「
満
期

(
引
)

と
さ
れ
て
い
る
点
な
ど
を
み
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
理
解
は
当
を
得
た
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
は
こ
の
よ
う
な

は
二
年
」

適
用
関
係
を
意
識
し
て
、
〔
表
苅
〕
事
件
第
二
審
判
決
(
前
掲
の
東
京
高
判
)
は
、
朝
鮮
女
子
挺
身
隊
員
の
場
合
も
「
事
実
上
、
女
子
挺
身

勤
労
令
の
定
め
と
同
様
の
形
態
で
」
動
員
さ
れ
た
と
い
う
1

1
本
稿
の
理
解
に
よ
れ
ば
、
法
的
根
拠
の
な
い
|
|
解
釈
を
採
っ
て
、
国

の
諸
行
為
を
根
拠
づ
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

39 

「
女
子
挺
身
勤
労
令
(
昭
和
一
九
年
八
月
二
三
日
勅
令
五
一
九
号
)
第
二
条
は
、
国
民
職
業
能
力
申
告
令
に
よ
る
国
民
登
録
者
た

る
女
子
(
一
項
)
、

又
は
そ
れ
以
外
の
女
子
で
あ
っ
て
志
願
を
し
た
者
(
二
項
)

を
挺
身
勤
労
を
す
べ
き
者
(
以
下
「
女
子
挺
身
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隊
員
」
と
い
う
。
)

と
定
め
、
地
方
長
官
は
、
挺
身
勤
労
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
請
求
又
は
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
市
町

村
長
に
命
じ
て
女
子
挺
身
隊
員
と
な
る
べ
き
者
を
選
抜
さ
せ

女
子
挺
身
隊
員
と
な
る
べ
き
者
を
決
定
し
て
本
人
に
そ
の
旨
を
挺
身
勤
労
令
書
に
よ
っ
て
通
知
し
、
挺
身
勤
労
に
関
し
必
要
な
事

(
五
条
、
六
条
)
、
市
町
村
長
に
よ
っ
て
選
抜
さ
れ
た
者
の
中
か
ら

項
を
指
示
す
る
も
の
と
し
(
八
条
)
、
上
記
通
知
を
受
け
た
者
は
、
八
条
の
規
定
に
よ
る
指
示
に
従
っ
て
挺
身
勤
労
を
す
べ
き
も

の
と
定
め
て
い
る
(
九
条
)
。
:
:
:
昭
和
一
九
年
春
こ
ろ
:
:
:
に
は
、
未
だ
女
子
挺
身
勤
労
令
は
制
定
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
も

の
の
、
女
子
挺
身
隊
制
度
強
化
方
策
要
綱
(
昭
和
一
九
年
三
月
一
八
日
閣
議
決
定
)
第
二
、
一
、
口
、
胸
が
、
国
民
登
録
者
た
る

女
子
文
は
そ
れ
以
外
の
女
子
で
志
願
し
た
者
を
女
子
挺
身
隊
に
よ
り
勤
労
に
従
事
さ
せ
る
べ
き
者
と
定
め
、
同
日
同
が
、
選
定
さ
れ

た
女
子
挺
身
隊
員
に
対
し
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
挺
身
隊
組
織
に
よ
り
必
要
業
務
に
挺
身
協
力
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
う
る
も
の
と

す
る
旨
を
定
め
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
上
記
当
時
に
お
い
て
も
、
事
実
上
、
女
子
挺
身
勤
労
令
の
定
め
と
同
様
の
形
態
で
、

女
子
挺
身
隊
員
が
選
抜
、
決
定
さ
れ
、
挺
身
勤
労
に
従
事
し
て
い
た
も
の
と
解
す
る
余
地
が
あ
る
」
。

こ
の
判
決
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
、
朝
鮮
女
子
挺
身
隊
の
隊
員
は
、
女
子
挺
身
勤
労
令
の
定
め
と
同
様
の
形
態
で
、
そ
の
前
身
で
あ
る
女

子
挺
身
隊
制
度
強
化
方
策
要
綱
に
基
づ
い
て
志
願
し
、
選
抜
・
決
定
さ
れ
た
者
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
挺
身
勤

労
は
「
地
方
長
官
(
ひ
い
て
は
被
控
訴
人
〔
国
〕
)

係
は
「
権
力
的
な
関
係
」
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

の
一
方
的
な
命
令
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
」
と
い
う
理
由
で
、
隊
員
と
固
と
の
関

さ
て
、
国
の
機
関
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
斡
旋
業
務
は
、
大
審
院
判
例
に
照
ら
し
て
み
て
、
権
力
的
行
為
と
み
な
せ
る
で
あ
ろ
う
か
。

検
討
に
先
立
っ
て
、
当
事
者
間
で
争
い
の
な
い
点
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

「
官
斡
旋
・
隊
組
織
に
よ
る
動
員
と
は
、
事
業
主
が
府
県
知
事
に
雇
用
願
を
提
出
し
て
承
認
を
得
た
後
、
朝
鮮
総
督
府
に
斡
旋
申

そ
の
承
認
と
地
域
決
定
を
経
て
、
道
が
職
業
紹
介
所
及
び
府
、
郡
等
を
通
じ
て
労
務
者
を
選
定
、
取
り
ま
と
め

請
書
を
提
出
し
、

さ
せ
る
方
式
で
あ
り
、
送
り
出
し
に
当
た
っ
て
は
、
右
事
業
主
が
隊
組
織
に
編
成
さ
れ
た
労
務
者
を
引
率
、
渡
航
し
た
こ
と
が
認
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め
ら
れ
る
」
。

こ
の
動
員
に
関
す
る
業
務
は
、
国
家
総
動
員
法
の
制
定
(
一
九
三
九
年
)
と
同
時
に
改
正
さ
れ
た
職
業
紹
介
法
ま
た
は
一
般
的
な
職
務

権
限
|
|
「
朝
鮮
人
労
働
者
募
集
要
綱
」
(
一
九
三
九
年
制
定
)
な
ど
に
基
づ
く
企
業
の
労
働
者
募
集
へ
の
援
助
な
い
し
取
締
り
ー
ー
を

大審院判例からみた「国家無答責の法理」の再検討(斗完

根
拠
と
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。
女
子
挺
身
隊
の
動
員
に
関
し
て
命
令
の
要
素
が
入
っ
て
く
る
の
は
一
九
四
四
年
三
月
一
八
日
の

子
挺
身
隊
制
度
強
化
方
策
要
綱
」
か
ら
だ
が
、
こ
れ
以
前
は
「
就
職
ノ
勧
奨
」
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
ま
た
、
こ
れ
以
降
の
女
子
挺
身

勤
労
令
な
ど
の
女
子
挺
身
隊
関
連
法
令
は
、
国
家
総
動
員
法
五
条
(
総
動
員
業
務
へ
の
協
力
)
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
(
同
令
一
条
)
、
強 女

制
的
動
員
手
段
で
あ
る
徴
用
|
|
国
民
徴
用
令
は
総
動
員
法
四
条
(
徴
用
に
よ
る
総
動
員
業
務
へ
の
従
事
)
に
基
づ
く
ー
ー
と
い
う
方
式
を

採
用
し
て
は
い
な
か
っ
た
。

以
上
の
点
を
前
提
と
し
て
、
検
討
を
進
め
て
み
よ
う
。

第
一
に
、

四
四
年
三
月
の
「
強
化
方
策
要
綱
」
実
施
以
前
の
時
期
に
つ
い
て
、
職
業
紹
介
法
等
を
根
拠
と
す
る
募
集
・
斡
旋
・
「
就

職
ノ
勧
奨
」
業
務
の
遂
行
は
権
力
的
行
為
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
同
法
を
み
れ
ば
、
三
九
年
改
正
に
よ
っ
て
斡
旋
等
の
業
務
は
官
営

こ
の
業
務
の
遂
行
は
本
質
的
に
は
対
等
当
事
者
聞
に
お
い
て
行
わ
れ
る

も
の
と
解
さ
れ
る
。
ま
た
、
女
性
の
動
員
に
つ
い
て
は
、
政
府
も
命
令
に
よ
る
強
制
で
は
な
く
、
自
発
的
就
労
を
方
針
と
し
て
い
た
。

事
業
と
さ
れ
た
が
、
私
人
も
行
い
う
る
事
業
で
あ
っ
た
か
ら
、

し
た
が
っ
て
、
大
審
院
判
例
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
私
人
が
行
う
行
為
と
本
質
的
に
同
じ
で
あ
る
右
の
よ
う
な
行
為
に
つ
い
て
は
、
基
本
的

に
は
私
法
上
の
関
係
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
そ
れ
ゆ
え
、

」
の
時
期
に
斡
旋
等
の
業
務
の
遂
行
過
程
で
行
わ
れ
た
欺

同
・
甘
言
・
脅
迫
の
行
為
を
権
力
的
行
為
に
含
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
っ
て
、

む
し
ろ
こ
れ
ら
は
、
民
法
上
の
不
法
行
為
を
構

」
れ
ら
の
行
為
に
と
も
な
っ
て
脅
迫
等
の

「
事
実
上
の
強
制
」

が
行
わ
れ

成
し
う
る
と
考
え
る
の
が
素
直
な
解
釈
で
あ
ろ
う
。
な
お
、

た
と
し
て
も
、

そ
の
こ
と
の
ゆ
え
に
当
該
行
為
が
権
力
的
行
為
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
(
前
掲
〔
見
〕
判
決
参
照
)
。
他
方
、

こ
れ
ら
の
行
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為
は
一
応
法
令
上
の
職
務
権
限
|
|
私
人
と
対
等
の
当
事
者
と
し
て
行
使
し
う
る
権
限
ー
ー
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
の
で
個
々
の
学
校
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長
や
警
察
官
な
ど
の
職
権
濫
用
に
該
当
し
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
国
の
機
関
と
し
て
朝
鮮
総
督
府
や
地
方
長
官
(
朝
鮮
の
場
合
は

道
知
事
)
等
が
斡
旋
を
推
進
し
た
こ
と
を
ふ
ま
え
れ
ば
、

そ
の
過
程
に
お
い
て
行
わ
れ
た
非
権
力
的
か
つ
非
私
的
な
行
為
に
つ
い
て
の

責
任
は
、
民
法
四
四
条
に
基
づ
い
て
法
人
と
し
て
の
国
が
負
う
べ
き
こ
と
に
な
る
。

第
二
に
、
同
要
綱
の
実
施
以
後
の
時
期
に
お
け
る
欺
同
等
の
行
為
は
、
「
事
実
上
、
女
子
挺
身
勤
労
令
の
定
め
と
同
様
の
形
態
で
、

女
子
挺
身
隊
員
が
選
抜
、
決
定
さ
れ
、
挺
身
勤
労
に
従
事
し
て
い
た
」
と
い
う
理
由
で
、
権
力
的
行
為
と
み
な
せ
る
で
あ
ろ
う
か
。
前

節
で
確
か
め
た
よ
う
に
、
大
審
院
判
例
が
権
力
的
行
為
と
み
な
し
て
い
た
の
は
個
別
の
行
為
で
あ
っ
て
、

一
連
の
事
業
全
体
を
「
権
力

一
方
、
本
稿
が
対
象
と
し
て
い
る
朝
鮮
女
子
挺
身
隊
の
動
員

的
な
関
係
」
と
み
な
す
こ
と
を
否
定
し
て
い
た
(
と
く
に
〔
凶
〕
判
決
参
照
)
。

の
経
緯
を
み
れ
ば
、
志
願
に
基
づ
く
場
合
で
あ
っ
て
も
挺
身
勤
労
令
書
に
よ
る
通
知
(
女
子
挺
身
勤
労
令
八
条
)
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、

権
力
的
行
為
と
み
な
し
う
る
個
別
の
行
為
を
摘
出
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
隊
員
の
選
抜
・
決
定
お
よ
び
挺
身
勤
労
へ
の
従
事
と
い
っ

た
事
業
の
全
体
を
漫
然
と
「
権
力
的
関
係
」

と
み
な
す
こ
と
は
、
判
例
を
基
準
と
す
れ
ば
許
さ
れ
な
い
認
定
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
こ
こ

で
は
、
女
子
挺
身
勤
労
令
一
八
条
が

「
第
一
三
条
ノ
規
定
ハ
地
方
長
官
又
ハ
国
民
勤
労
動
員
署
長
ノ
為
ス
指
導
又
ハ
勧
奨
ニ
基
キ
女
子

ガ
女
子
挺
身
隊
ニ
依
リ
第
二
条
ノ
規
定
ニ
依
ル
総
動
員
業
務
-
一
付
工
場
、
事
業
場
其
ノ
他
ノ
場
所
ニ
於
テ
従
業
ス
ル
場
合
ニ
之
テ
準
用

ス
」
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
二
条
に
基
づ
く
正
規
の
女
子
挺
身
隊
以

外
に
「
地
方
長
官
又
ハ
国
民
勤
労
動
員
署
長
ノ
為
ス
指
導
又
ハ
勧
奨
」
に
基
づ
く
女
子
挺
身
隊
が
存
在
し
、
後
者
は
原
則
と
し
て
同
令

の
対
象
外
だ
が
、
例
外
的
に
一
三
条
(
従
業
条
件
に
関
す
る
厚
生
大
臣
等
の
命
令
)
の
準
用
を
受
け
る
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で

ふのヲ
Q

。
し
た
が
っ
て
、

同
令
の
適
用
を
ほ
と
ん
ど
受
け
な
い
後
者
の
動
員
を
、
同
令
に
よ
っ
て
命
令
に
よ
る
勤
労
協
力
(
同
令
二
条
)

と
「
事
実
上
、
同
様
の
形
態
」

で
あ
っ
て
「
一
方
的
な
命
令
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
も
の
」
だ
と
み
な
し
て
両
者
を
同
一
視
す
る
こ
と

は
、
法
令
解
釈
と
し
て
も
許
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

第
三
に
、
仮
に
「
事
実
上
、
女
子
挺
身
勤
労
令
の
定
め
と
同
様
の
形
態
で
、
女
子
挺
身
隊
員
が
選
抜
、
決
定
さ
れ
、
挺
身
勤
労
に
従



事
し
て
い
た
」
と
し
て
も
、
挺
身
勤
労
の
期
間
全
体
が

「
権
力
的
な
関
係
」

の
下
に
置
か
れ
て
い
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
同
令
四

条
二
項
の
「
隊
員
テ
シ
テ
引
続
キ
一
年
テ
超
エ
挺
身
勤
労
テ
為
サ
シ
ム
ル
場
合
ニ
於
テ
ハ
隊
員
ノ
同
意
ア
ル
コ
ト
テ
要
ス
」
と
い
う
定

め
か
ら
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
命
令
に
よ
る
勤
労
協
力
は
一
年
が
限
度
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
少
な
く
と
も
二
年
目
以
降
の
挺
身

(
引
)

勤
労
に
つ
い
て
は
、
「
地
方
長
官
の
一
方
的
な
命
令
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
も
の
」
と
か
「
一
般
私
法
上
の
権
利
義
務
関
係
を
内
容
と

す
る
合
意
が
介
在
す
る
余
地
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
は
で
き
ず
、
「
同
意
」
が
介
在
し
て
成
立
す
る
も
の
だ
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
で

大審院'J!lj例からみた「国家無答責の法理」の再検討仁).完

あ
ろ
う
。
な
お
、
国
民
勤
労
報
国
協
力
令
に
よ
る
動
員
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
(
四
条
二
項
)
。

以
上
、
前
掲
の
東
京
高
判
が
大
審
院
判
例
も
当
時
の
法
令
も
ま
っ
た
く
ふ
ま
え
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
の
結

論
を
要
約
す
れ
ば
、
大
審
院
判
例
の
基
準
に
照
ら
し
て
み
る
と
、

も
ち
ろ
ん
、

四
四
年
三
月
の
「
強
化
方
策
要
綱
」
実
施
以
前
の
時
期
に
つ
い
て
は

そ
れ
以
後
の
時
期
に
お
い
て
も
、
権
力
的
行
為
と
み
な
し
う
る
国
の
行
為
を
摘
出
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
む
し
ろ
法
的
に

み
れ
ば
、
国
の
斡
旋
業
務
は
本
質
的
に
対
等
当
事
者
間
の
法
関
係
に
お
い
て
遂
行
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、

し
た
が
っ

て
、
国
は
当
該
業
務
の
暇
庇
に
つ
い
て
民
法
上
の
不
法
行
為
責
任
を
負
う
も
の
と
解
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

(三)

連
行
(
引
率
)

行
為
の
実
態

朝
鮮
人
労
務
者
の
「
内
地
移
入
」

の
形
態
が
、
募
集
、
官
斡
旋
、
徴
用
と
強
化
さ
れ
る
に
し
た
が
っ
て
、
移
動
の
形
態
も
、
事
業
者

任
せ
か
ら
行
政
機
関
の
直
接
管
理
の
下
で
の
引
率
に
変
更
さ
れ
た
。

一
九
四
二
年
二
月
二

O
日
実
施
の
「
労
務
動
員
実
施
計
画
ニ
依
ル
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「
朝
鮮
人
労
務
者
内
地
送
出
改
善
強
化
概
要
」

朝
鮮
人
労
務
者
ノ
内
地
移
入
斡
旋
要
綱
」
お
よ
び
一
九
四
四
年
一

O
月
二
一
日
付
の

よ
る
引
率
方
法
の
変
化
を
み
て
み
よ
う
。
前
者
は
、
官
斡
旋
の
開
始
(
四
二
年
二
月
)
を
考
慮
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
れ
ま
で
受
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入
事
業
主
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
労
務
者
の
移
動
を
総
督
府
の
指
揮
監
督
下
に
置
く
た
め
に
、
許
認
可
や
事
業
主
の
義
務
等
の
詳
細
を
定

そ
の
主
な
内
容
は
、
引
継
・
引
率
手
続
を
詳
細
に
規
定
し
た
こ
と
、

「
隊
編
成
」
を
義
務
化
し
た
こ
と
、
各
手
続

め
た
も
の
で
あ
る
。

の
経
過
お
よ
び
完
了
に
つ
い
て
事
業
主
に
報
告
義
務
を
課
し
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
引
率
者
は
労
務
者
五

O
人
に
つ
き
一
人
と
さ
れ

た
。
後
者
で
は
こ
の
傾
向
が
さ
ら
に
強
化
さ
れ
、
「
引
卒
者
ハ
概
ネ
三
十
人
ニ
付
一
人
ノ
割
合
ト
シ
、
道
府
郡
島
邑
面
職
員
之
ニ
当
ル

モ
ノ
ナ
ル
コ
ト
」

と
定
め
ら
れ
た
(
同
「
概
要
」
六
付
刊
)
。
す
な
わ
ち
、
被
徴
用
者
の
ほ
か
、
官
斡
旋
に
よ
る
動
員
に
つ
い
て
も
行
政

機
関
が
直
接
引
率
を
管
理
す
べ
き
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
被
徴
用
者
の
「
送
出
」

(ω) 

こ
と
の
ほ
か
、
移
動
途
中
で
の
逃
走
防
止
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

の
割
合
が
多
く
な
っ
た

女
子
挺
身
隊
の
移
動
に
つ
い
て
も
同
様
の
推
移
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

」
れ
ま
で
の
訴
訟
記
録
等
で
示
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

は
、
四
四
年
の
初
め
ご
ろ
ま
で
は
引
率
が
事
業
主
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
が
、
次
第
に
、
斡
旋
を
行
っ
た
学
校
の
教
師
や
憲
兵
な
ど
が
直

接
ま
た
は
付
き
添
い
と
し
て
引
率
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

一
般
労
務
者
の
官
斡
旋
に
準
じ
て
、
行
政
機
関
に
よ
る
直
接
管

理
の
傾
向
が
強
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

(2) 

根
拠
法
規
の
検
討

学
校
の
教
師
や
憲
兵
な
ど
に
よ
る
引
率
の
根
拠
規
定
は
不
明
だ
が
、

」
れ
に
要
す
る
経
費
の
負
担
が
受
入
事
業
者
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
す
る
と
、

そ
の
法
的
特
徴
は
、
基
本
的
に
は
、
職
業
紹
介
に
関
す
る
業
務
の
延
長
な
い
し
事
業
者
の
代
理
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

移
動
途
中
の
逃
走
を
防
止
す
る
た
め
の
監
督
と
い
う
役
割
を
教
師
等
が
担
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
法
的
に
み
れ
ば
、

事
業
者
が
負
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
被
徴
用
者
に
つ
い
て
の
監
督
責
任
と
は
質
的
に
異
な
る
。

そ
の
責
任
は
受
入

し
た
が
っ
て
、
女
子
挺
身
隊
の
連
行

(
引
き
に
関
す
る
国
の
行
為
も
私
法
上
の
も
の
ま
た
は
こ
れ
と
同
質
の
対
等
当
事
者
間
の
行
為
と
解
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の

女
子
挺
身
隊
関
係
訴
訟
に
お
い
て
は
、
連
行
(
引
率
)
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
個
別
の
違
法
行
為
が
あ
，
っ
た
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。



個)

労

務

管

理

行
為
の
実
態

訴
訟
に
現
れ
た
資
料
を
参
照
す
る
限
り
、
女
子
挺
身
隊
員
ら
は
、
就
業
場
所
(
不
二
越
鋼
材
工
業
株
式
会
社
富
山
工
場
、
東
京
麻
糸
紡
績
株

大審院判例からみた「国家無答責の法理」の再検討仁)・完

式
会
社
沼
津
工
場
、
三
菱
重
工
名
古
屋
航
空
機
製
作
所
道
徳
工
場
な
ど
)

に
到
着
し
た
後
、
苛
酷
な
労
働
・
生
活
条
件
の
下
に
置
か
れ
た
。
具
体

的
に
は
、
劣
悪
な
労
働
条
件
な
い
し
虐
待
・
暴
力
行
為
に
起
因
す
る
身
体
的
被
害
、
差
別
等
に
よ
る
精
神
的
被
害
、
職
場
へ
の
実
質
上

の
監
禁
、
賃
金
の
不
払
い
、
帰
郷
措
置
を
反
故
に
さ
れ
て
放
置
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、
諸
種
の
損
害
を
被
っ
た
と
い
え
る
。
勧
誘
の
際
の

「
日
本
に
行
っ
て
仕
事
を
す
れ
ば
女
学
校
に
進
学
で
き
る
し
、
高
い
給
与
が
得
ら
れ
る
」
等
の
言
葉
は
、
詐
欺
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と

工
場
に
よ
っ
て
は
、
初
等
工
学
や
婦
人
向
け
の
道
徳
な
ど
に
関
す
る
若
干
の
教
育
訓
練
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
れ

い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

は
彼
女
た
ち
の
勉
学
要
求
に
応
え
た
も
の
で
は
な
く
、
国
の
指
導
下
で
行
わ
れ
た
「
女
子
挺
身
隊
受
入
側
措
置
要
綱
」
に
基
づ
く
措
置

で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
就
業
場
所
た
る
工
場
に
お
い
て
は
配
属
将
校
等
に
よ
る
監
督
や
監
視
、
あ
る
い
は
軍
事
教
練
な
ど

が
行
わ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
国
の
強
力
な
関
与
の
下
で
の
就
業
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

(2) 

根
拠
法
規
の
検
討

女
子
挺
身
隊
員
ら
の
従
業
条
件
に
つ
い
て
は
、
国
家
総
動
員
法
六
条
(
政
府
に
よ
る
従
業
条
件
の
命
令
)
、
前
述
の
女
子
挺
身
隊
受
入
側

措
置
要
綱
お
よ
び
女
子
挺
身
勤
労
令
の
ほ
か
、
現
員
徴
用
が
行
わ
れ
た
後
は
国
民
徴
用
令
が
、
ま
た
四
五
年
三
月
以
降
は
国
民
勤
労
動

45 

員
令
が
適
用
さ
れ
て
い
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
現
員
徴
用
後
の
法
関
係
に
つ
い
て
は
本
節
句
で
述
べ
る
こ
と
と
し
、

」
こ
で
は
そ
れ
以

前
の
法
関
係
の
検
討
を
し
て
お
く
。
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隊
員
ら
の
雇
用
契
約
が
国
を
相
手
と
す
る
も
の
で
は
な
く
就
業
先
の
会
社
と
の
聞
で
締
結
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な

ぃ
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
法
関
係
が
権
力
的
関
係
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
国
の
関
与
は
「
厚
生
大
臣
(
軍
需
省
所
管
企
業
ニ

於
ケ
ル
勤
労
管
理
及
給
与
ニ
関
ス
ル
事
項
ニ
付
テ
ハ
軍
需
大
臣
)

又
ハ
地
方
長
官
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
国
家
総
動
員
法
第
六
条

ノ
規
定
ニ
基
キ
挺
身
勤
労
テ
受
ク
ル
事
業
主
-
一
対
シ
隊
員
ノ
使
用
又
ハ
給
与
其
ノ
他
ノ
従
業
条
件
ニ
関
シ
必
要
ナ
ル
命
令
テ
為
ス
コ
ト

テ
得
」
(
女
子
挺
身
勤
労
令
二
二
条
)
と
い
う
よ
う
に
、
後
見
的
な
監
督
者
と
い
う
立
場
で
の
命
令
権
が
定
め
ら
れ
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
。

と
は
い
え
、
国
の
関
与
は
こ
の
よ
う
な
間
接
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
隊
員
ら
の
就
業
場
所
は
軍
需
会

社
の
工
場
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
運
営
の
あ
り
方
は
軍
需
会
社
法
(
四
三
年
一

O
月
公
布
、
同
年
二
一
月
施
行
)
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
た
。

同
法
は
、
政
府
に
対
し
て
生
産
責
任
者
(
社
長
等
)
を
は
じ
め
と
す
る
会
社
幹
部
の
任
免
権
、
業
務
全
般
に
つ
い
て
の
指
揮
・
命
令
・
監

督
権
、
従
業
員
に
対
す
る
懲
戒
権
な
ど
の
権
限
を
付
与
し
、
軍
需
会
社
を
政
府
(
と
く
に
陸
軍
大
臣
・
海
軍
大
臣
・
軍
需
大
臣
の
下
に
あ
る
軍

組
織
)

の
全
面
的
な
管
理
下
に
置
く
こ
と
と
し
た
。
配
属
将
校
等
に
よ
る
日
常
的
な
監
督
や
監
視
は
同
法
を
根
拠
と
す
る
も
の
と
考
え

際ら
のれ
挺る
身
動こ
労の
を占
指を
揮ふ
命ま
/-'-
'T1'え

する
るな
なら
どば

れ前

長官
襲東

瓦詰
す裁
。判
わ決
けに
で七、

早け
なる

と震
いの

Z聖
霊動
性労
コ:は
三三孟 、

で:
争被
ヲ控

E手
はノ、

国
即〕

座が

理実

解
で
き
よ
う
。

そ
れ
ゆ
え
問
題
は
、
右
の
よ
う
な
固
の
関
与
と
隊
員
ら
の
雇
用
契
約
と
の
関
係
如
何
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
国
の
関
与

が
権
力
的
行
為
に
該
当
す
れ
ば
、
国
家
無
答
責
の
法
理
に
基
づ
い
て
国
は
官
吏
の
行
為
に
つ
い
て
不
法
行
為
責
任
を
負
わ
な
い
、
と
い

う
こ
と
に
な
る
し
、
国
の
関
与
が
私
法
的
な
も
の
な
い
し
は
こ
れ
と
同
等
の
も
の
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
不
法
行
為
責
任
が
成
立
す
る

可
能
性
が
生
じ
る
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
以
下
、

」
の
点
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

第
一
に
、
国
は
、
国
家
総
動
員
法
六
条
な
ど
に
基
づ
い
て
、
隊
員
ら
の
雇
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
会
社
に
対
す
る
一
般
的
な
監
督
権

を
有
し
て
い
る
。

で
は
、
劣
悪
な
労
働
条
件
等
に
起
因
す
る
隊
員
の
損
害
は
国
の
監
督
権
の
不
行
使
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
り
、
当
該



不
作
為
は
民
法
上
の
不
法
行
為
を
構
成
す
る
、

と
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
大
審
院
判
例
を
基
準
と
す
れ
ば
、

こ
れ
を
否
定
せ
ざ
る
を
え

な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
種
の
損
害
は
、
事
業
主
に
対
す
る
賠
償
請
求
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
軍
需
会
社
法
に
基
づ
く
国
の
関
与
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
同
法
所
定
の
関
与
権
限
の
行
使
が
権
力
的
行
為
に
該

当
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

の
直
接
的
な
監
督
・
指
導
の
下
で
従
業
員
ら
の
被
害
が
生
じ
て
い

し
か
し
、
国
の
官
吏
(
配
属
将
校
等
)

た
と
す
れ
ば
、
国
の
不
法
行
為
責
任
が
問
題
と
な
り
う
る
余
地
が
あ
る
。

大審院判例からみた「国家無答責の法理Jの再検討仁)・完

と
い
う
の
は
、
前
節
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
全
体
と
し

て
権
力
的
関
係
と
か
公
法
上
の
関
係
と
み
な
し
う
る
法
関
係
の
下
で
も
、
私
法
上
の
権
利
は
独
立
し
て
存
在
す
る
も
の
と
さ
れ
、
損
害

の
原
因
と
な
っ
た
工
作
物
や
行
為
と
被
害
者
と
の
関
係
が
私
法
的
な
も
の
ま
た
は
対
等
当
事
者
間
の
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
な

(ω) 

ら
ば
、
民
法
に
よ
る
損
害
賠
償
を
認
め
る
、
と
い
う
の
が
大
審
院
の
態
度
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
軍
需
会
社
法
の
諸
規

定
を
み
れ
ば
、
国
の
官
吏
は
従
業
員
に
対
す
る
直
接
的
な
命
令
権
を
有
し
て
は
い
な
い
の
で
、
固
と
従
業
員
た
る
隊
員
と
の
関
係
が
権

そ
れ
ゆ
え
、

こ
の
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
国
家
無
答
責
の
法
理
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

力
的
関
係
に
該
当
す
る
と
は
い
え
な
い
。

国
の
不
法
行
為
責
任
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
解
さ
れ
る
。
次
に
、
国
の
官
吏
が
会
社
に
対
す
る
監
督
行
為
の
過
程
で
、
軍
需

会
社
法
所
定
の
行
為
以
外
で
従
業
員
に
損
害
を
与
え
た
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
官
吏
が
国
の
代
理
人
と
し
て
職
務
を
行
っ
て
い
る
と
い

う
外
観
を
備
え
て
い
た
場
合
に
は
、
隊
員
ら
に
対
し
て
事
業
主
と
同
様
の
|
|
対
等
当
事
者
と
し
て
の
|
|
立
場
で
国
が
関
与
し
て
い

し
た
が
っ
て
こ
の
場
合
に
は
、
国
の
不
法
行
為
責
任
が
成
立
す
る
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ

(
m
a
)
 

る
。
さ
ら
に
、
事
業
主
が
軍
需
会
社
法
に
基
づ
い
て
国
の
機
関
(
生
産
責
任
者
等
の
被
徴
用
者
)
と
し
て
行
動
し
、

た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
過
程
で
従
業
員
た

る
隊
員
に
損
害
を
与
え
た
場
合
|
|
安
全
配
慮
義
務
違
反
な
ど
ー
ー
に
も
、
国
の
不
法
行
為
責
任
が
認
め
ら
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。
法
的

に
み
て
、
軍
需
事
業
が
公
営
事
業
と
同
質
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
(
た
だ
し
、
軍
需
事
業
に
つ
い
て
は
大
審
院
判
例
が
存

在
せ
ず
、
ま
た
そ
の
態
度
は
必
ず
し
も
確
定
的
で
は
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
解
釈
の
可
能
性
を
示
す
に
と
ど
め
た
い
)
。
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以
上
、
要
す
る
に
、
隊
員
ら
の
従
業
に
つ
い
て
国
は
関
与
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
で
き
ず
、

む
し
ろ
、
軍
需
会
社
法
所
定
の
権
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限
行
使
以
外
の
行
為
に
よ
っ
て
隊
員
ら
に
損
害
を
与
え
た
場
合
に
は
、
国
の
不
法
行
為
責
任
が
成
立
す
る
可
能
性
が
あ
る
、

と
い
、
フ
こ

と
で
あ
る
。

伍)

徴

用

)
 
1
 
(
 
行
為
の
実
態

「
強
制
連
行
」
さ
れ
た
朝
鮮
人
労
働
者
に
対
し
て
国
民
徴
用
令
が
次
の
よ
う
に
適
用
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
争
い
が
な
い
。

「
国
家
総
動
員
法
(
昭
和
一
三
年
法
律
第
五
五
号
)
は
、
昭
和
一
三
年
五
月
か
ら
朝
鮮
に
お
い
て
も
施
行
さ
れ
(
「
国
家
総
動
員

法
テ
朝
鮮
、
台
湾
及
樺
太
ニ
施
行
ス
ル
ノ
件
」
(
昭
和
一
三
年
五
月
三
日
勅
令
第
三
一
六
号
)
)
、
同
法
四
条
の
規
定
に
基
づ
く
国

民
の
徴
用
に
関
し
、
国
民
徴
用
令
(
昭
和
一
四
年
七
月
七
日
勅
令
第
四
五
一
号
)

が
昭
和
一
四
年
七
月
に
施
行
さ
れ
た

(
た
だ

し
、
朝
鮮
に
お
い
て
は
、
同
年
一

O
月
施
行
。
)
。
朝
鮮
に
お
い
て
は
、

そ
の
全
面
的
発
動
は
避
け
ら
れ
て
い
た
が
、
昭
和
二
ハ
年

以
降
、
朝
鮮
か
ら
内
地
へ
送
り
出
さ
れ
る
労
務
者
に
も
、

に
は
、
軍
要
員
関
係
に
適
用
し
、
昭
和
一
九
年
二
月
に
至
り
、
朝
鮮
内
の
重
要
工
場
、
事
業
場
の
現
員
徴
用
を
行
い
、
同
年
九
月

一
般
徴
用
が
実
施
さ
れ
た
」
。

こ
う
し
て
一
九
四
四
年
九
月
以
降
、
軍
需
会
社
法
六
条
に
基
づ
い
て
、
軍
需
会
社
の
朝
鮮
人
男
子
従
業
員
は
徴
用
さ
れ
た
も
の
と
み

な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
徴
用
形
態
の
導
入
は
、
彼
ら
の
逃
走
や
争
議
行
為
に
対
し
て
権
力
的
に
対
処
す
る
た
め
で
あ
っ

(
刀
)

た
と
さ
れ
る
。

女
子
従
業
員
に
つ
い
て
は
、
軍
需
会
社
法
施
行
時
(
一
九
四
三
年
三
一
月
)
の
軍
需
会
社
徴
用
規
則
(
厚
生
省
令
)
四
条
二
二
号
、
が

子
ハ
除
ク
」
と
し
て
い
た
た
め
、
こ
の
時
点
に
至
っ
て
も
国
民
徴
用
令
は
適
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
四
四
年
一
一
月
一

O

日
、
同
規
則
の
改
正
に
お
い
て
こ
の
二
二
号
は
削
除
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
除
外
措
置
は
な
く
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
四
四
年
末
ご
ろ 女



に
は
女
子
挺
身
隊
員
と
会
社
と
の
聞
の
雇
用
契
約
も
徴
用
形
態
に
切
り
替
え
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

法
関
係
が
こ
の
よ
う
に
変
化
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
訴
訟
資
料
等
に
示
さ
れ
て
い
る
限
り
で
は
、
上
記
倒
的
で
述
べ
た
よ
う
な
就

業
の
実
態
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

大審院判例からみた「国家無答責の法理」の再検討仁)・完

n
L
 

女
子
挺
身
勤
労
令
は
国
家
総
動
員
法
五
条
を
根
拠
と
し
、
総
動
員
業
務
へ
の
「
協
力
」
を
定
め
た
も
の
で
あ
っ
て
、
罰
則
の
適
用
は

な
か
っ
た
。
上
記
の
よ
う
に
四
四
年
末
ご
ろ
に
朝
鮮
女
子
挺
身
隊
員
の
雇
用
形
態
が
徴
用
に
切
り
替
え
ら
れ
た
と
す
る
と
、

根
拠
法
規
の
検
討

こ
の
隊
員

ら
は
、
女
子
挺
身
勤
労
令
に
基
づ
く
正
規
の
女
子
挺
身
隊
の
隊
員
と
は
異
な
っ
て
、
国
民
徴
用
令
お
よ
び
国
民
勤
労
動
員
令
中
の
徴
用

関
係
規
定
の
下
に
置
か
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
切
り
替
え
は
、
お
そ
ら
く
軍
需
会
社
法
六
条
に
基
づ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

国
民
徴
用
令
等
に
よ
れ
ば
、
厚
生
大
臣
が
発
し
た
徴
用
命
令
を
受
け
て
地
方
長
官
が
被
徴
用
者
に
対
し
て
徴
用
令
書
を
交
付
す
る

(
同
令
四
条
3
九
条
)
。
被
徴
用
者
が
徴
用
や
従
事
を
拒
否
し
た
場
合
に
は
、

一
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
千
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る

(
国
家
総
動
員
法
三
六
条
)
。

出
頭
に
要
す
る
旅
費
等
は
原
則
と
し
て
国
が
支
給
し
、
就
業
先
が
管
理
工
場
・
指
定
工
場
の
場
合
に
は
事
業

主
が
後
日
そ
の
額
を
国
庫
に
納
入
す
る
(
国
民
徴
用
令
一
九
条
)
。
被
徴
用
者
が
業
務
上
の
傷
痩
や
疾
病
に
よ
っ
て
生
活
困
難
に
陥
っ
た

場
合
ま
た
は
そ
の
死
亡
に
よ
っ
て
遺
族
が
生
活
困
難
に
陥
っ
た
場
合
、
国
は
こ
れ
ら
の
者
に
対
し
て
扶
助
で
き
る
も
の
と
し
て
い
る

(
同
令
一
九
条
の
一
二
)
。

こ
こ
に
定
め
ら
れ
て
い
る
固
と
被
徴
用
者
と
の
法
的
な
関
係
は
い
か
な
る
性
質
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、

」
の
点
を
検

さ
て
、

討
す
る
。

第
一
に
、
徴
用
命
令
(
お
よ
び
そ
の
法
効
果
と
し
て
の
就
業
の
強
制
)
が
、
大
審
院
判
例
の
い
う
「
行
政
行
為
」
(
〔
苦
判
決
)
な
い
し
「
統
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治
権
ニ
基
ク
権
力
的
行
動
」
(
〔
必
〕
判
決
)
|
|
本
稿
の
い
う
権
力
的
行
為
ー
ー
に
該
当
す
る
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
法
令
に
基
づ
い
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0'/7出頭

徴用制度《図 2))措置制度《図1))

可
、
嘉
一γ内閣

国民徴用令に基づいて筆者が作成。

て
一
方
的
に
国
民
の
権
利
・
義
務
を
変
動
さ
せ
る
行
為
だ
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
第
二
に
、
大
審
院
判
例
を
ふ
ま
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
命
令
自
体

と
総
動
員
業
務
へ
の
従
事
に
関
す
る
法
関
係
と
は
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
ず
、
従
事
の
目
的
が
軍
事
目
的
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

そ
こ
で
の
法
関
係
が
権
力
的

関
係
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
(
〔
泌
〕
判
決
な
と
)
。
次
に
、
個
々
の
業
務
へ
の
従
事
に

つ
い
て
諸
種
の
強
制
力
が
と
も
な
う
と
し
て
も
、

そ
の
こ
と
の
ゆ
え
に
こ
の
関
係
が

権
力
的
な
も
の
と
解
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
(
〔
苅
〕
判
決
)
。
そ
し
て
、
国
の
一
方
的

行
為
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
法
関
係
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
が
権
力
的
関
係
だ
と

(出典)

み
な
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
ら
な
い
。
こ
の
点
は
、

た
と
え
ば
、
社
会
福
祉
法
制
に
お

け
る
措
置
が
一
方
的
な
法
関
係
の
形
成
行
為
だ
と
し
て
も
、

そ
の
結
果
と
し
て
形
成

(出典) 厚生省編『厚生白書(平成 12年版H
(大蔵省印刷局， 2000年)137頁。

さ
れ
る
法
関
係
が
権
力
的
関
係
と
は
み
な
さ
れ
な
い
の
と
同
様
で
あ
る
。

む
し
ろ
、

上
掲
の
《
図
1
》
と
《
図
2
》
と
を
比
べ
て
み
る
と
、
両
者
の
近
似
性
が
よ
く
理
解

で
き
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
措
置
に
よ
っ
て
社
会
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
者
が
そ
の
職

員
の
行
為
に
よ
っ
て
死
亡
や
傷
害
等
の
損
害
を
受
け
た
場
合
、
委
託
者
た
る
国
・
公

共
団
体
の
損
害
賠
償
責
任
も
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
大
多
数
の
学
説
と
裁
判
例

lま

こ
の
場
合
、
少
な
く
と
も
国
・
公
共
団
体
が
具
体
的
な
指
揮
監
督
を
し
て
い
た

そ
の
賠
償
責
任
を
肯
定
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
委
託
と
比

ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、

べ
れ
ば
、
国
民
徴
用
令
に
基
づ
く
会
社
・
事
業
主
に
対
す
る
国
の
指
揮
監
督
は
強
力



で
か
つ
細
部
に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
お
け
る
指
揮
監
督
行
為
は
、
軍
需
会
社
法
に
基
づ
く
権
限
行
使
の
場
合
の
よ
う
に
権
力
的

行
為
と
い
う
こ
と
も
で
き
ず
、

ま
た
、

雇
用
契
約
に
対
す
る
国
家
総
動
員
法
六
条
に
基
づ
く
一
般
的
監
督
行
為
の
よ
う
に
単
な
る
後
見

的
な
も
の
と
い
う
こ
と
も
で
き
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
被
徴
用
者
が
就
業
先
の
管
理
工
場
に
お
い
て
、
業
務
上
ま
た
は
関
係
職
員
の
不

法
行
為
に
よ
っ
て
損
害
を
受
け
た
場
合
、
国
の
賠
償
責
任
が
成
立
す
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
次
の
よ

う
な
戦
前
の
裁
判
例
も
参
考
に
な
ろ
う
。

大審院判例からみた「国家無答責の法理」の再検討仁)・完

「
国
家
ノ
軍
事
行
政
ノ
行
動
ハ
権
力
関
係
ニ
属
ス
ト
雄
モ
国
家
カ
其
ノ
工
事
ニ
関
シ
公
ノ
機
関
テ
任
設
シ
之
ニ
工
事
ノ
施
行
テ
命

シ
又
ハ
工
事
施
行
ニ
付
私
人
ニ
対
シ
或
ル
制
限
テ
為
ス
カ
知
キ
行
為
ト
職
工
人
夫
テ
雇
入
レ
之
テ
使
用
シ
テ
工
事
テ
施
行
ス
ル
行

為
及
工
事
ニ
必
要
ナ
ル
諸
種
ノ
材
料
テ
購
入
ス
ル
カ
如
キ
行
為
ト
ハ
全
然
区
別
シ
テ
考
へ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
即
チ
前
者
ハ
軍
艦
ノ
顛

覆
復
旧
工
事
遂
行
ノ
為
メ
公
ノ
権
力
テ
行
使
シ
私
人
ニ
対
シ
其
ノ
権
力
ニ
服
従
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
公
法
的
行
為
ニ
属
ス
レ
ト

モ
後
者
ハ
私
人
ト
対
等
ノ
関
係
ニ
於
テ
為
ス
モ
ノ
ナ
レ
ハ
私
法
的
行
為
ニ
属
ス
ル
モ
ノ
ト
云
ハ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
:
:
:
軍
艦
ノ
顛
覆

復
旧
工
事
テ
為
ス
ニ
付
国
家
カ
其
ノ
他
私
人
テ
使
役
シ
其
ノ
工
事
テ
施
行
ス

W
カ
如
キ
行
為
カ
権
力
行
為
-
一
属
セ
ス
シ
テ
私
法
的

ハ
其
ノ
被
用
者
カ
官
吏
タ
ル
ト
否
ト
ニ
拘
ラ
ス
其
ノ

事
業
ノ
執
行
上
他
人
ニ
被
ラ
シ
メ
タ
ル
損
害
ノ
賠
償
責
任
ア
ル
ヤ
勿
論
ナ
ル
ニ
付
右
被
告
抗
弁
ハ
之
テ
排
斥
ス
」
。

本
件
は
、
軍
艦
の
復
旧
工
事
中
に
ワ
イ
ヤ
ー
ロ

l
プ
が
切
れ
た
た
め
に
、
職
工
が
工
事
用
盤
木
の
下
敷
き
に
な
っ
て
死
亡
し
た
事
件

行
為
ナ
ル
コ
ト
ハ
其
ノ
行
為
ノ
性
質
上
明
白
ナ
ル
所
ナ
リ
:
:
:
被
告
〔
国
〕

で
あ
る
。
職
工
の
遺
族
で
あ
る
原
告
ら
が
、

雇
用
主
で
あ
る
国
を
相
手
と
し
て
損
害
賠
償
金
請
求
し
た
と
こ
ろ
、
判
決
は
、
軍
事
目
的

を
有
す
る
と
し
て
も
本
件
工
事
の
施
行
の
よ
う
な
行
為
は
私
法
上
の
行
為
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
、
民
法
七
一
五
条
に
基
づ
く
国
の
損

害
賠
償
責
任
を
認
め
た
。
現
員
徴
用
の
下
で
の
固
と
女
子
挺
身
隊
員
ら
と
の
聞
の
法
関
係
は
、
海
軍
工
廠
に
お
け
る
固
と
職
工
と
の
関

係
と
比
べ
れ
ば
|
|
私
企
業
の
事
業
へ
の
従
事
で
あ
る
か
ら
|
|
私
法
的
性
質
が
強
く
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の

51 

点
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
国
は
軍
需
工
場
の
管
理
・
監
督
に
関
す
る
法
人
と
し
て
の
責
任
(
民
法
四
四
条
)
お
よ
び
配
属
将
校
等
の
行
為
に
対
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す
る
使
用
者
責
任
(
民
法
七
一
五
条
)
を
負
う
、

と
解
し
て
も
不
自
然
で
は
な
か
ろ
う
。

第
三
に
、
国
民
徴
用
令
一
九
条
の
三
は
、
被
徴
用
者
の
被
害
に
関
す
る
損
失
補
償
に
つ
い
て
国
が
第
一
次
的
責
任
を
負
う
旨
を
定
め

て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
現
員
徴
用
の
下
で
の
固
と
女
子
挺
身
隊
員
ら
と
の
聞
に
は
一
定
の
法
関
係
が
存
在

し
、
し
か
も
業
務
と
い
う
非
権
力
的
な
関
係
の
下
で
損
害
が
生
じ
る
こ
と
が
法
制
上
も
前
提
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
種
の
補

償
責
任
を
国
が
ど
の
程
度
果
た
し
て
い
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
同
規
定
は
国
の
行
為
が
適
法
に
行
わ
れ
て
い
た
場
合
を
定
め
て
い
る
わ

け
で
あ
る
か
ら
、
国
の
違
法
行
為
が
被
害
の
原
因
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
然
固
に
賠
償
責
任
が
生
じ
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

以
上
、
要
す
る
に
、
徴
用
命
令
(
お
よ
び
こ
れ
に
基
づ
く
就
業
の
強
制
)
は
権
力
的
行
為
だ
と
い
え
る
が
、
当
該
命
令
に
よ
っ
て
形
成
さ

れ
た
法
関
係
が
権
力
的
関
係
だ
と
い
う
こ
と
は
で
き
ず
、

し
た
が
っ
て
挺
身
隊
員
ら
が
業
務
遂
行
の
過
程
で
受
け
た
被
害
に
つ
い
て
国

は
賠
償
責
任
を
負
う
も
の
と
解
さ
れ
る
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

(対

括
ー
ー
国
家
無
答
責
法
理
の
適
用
可
能
性
|
|

本
節
に
お
け
る
検
討
の
結
果
を
要
約
す
れ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
に
、
朝
鮮
女
子
挺
身
隊
員
の
動
員
に
関
す
る
国
の
行
為
の
う
ち
明
確
に
権
力
的
行
為
と
み
な
し
う
る
の
は
、
徴
用
命
令
お
よ
び

軍
需
会
社
法
所
定
の
権
限
行
使
に
限
ら
れ
る
。
第
二
に
、
斡
旋
お
よ
び
連
行
(
引
率
)
に
関
す
る
国
の
行
為
は
明
ら
か
に
私
法
上
の
行

為
な
い
し
対
等
当
事
者
間
で
行
わ
れ
る
非
権
力
的
行
為
に
該
当
す
る
。
第
三
に
、
現
員
徴
用
が
行
わ
れ
る
以
前
の
時
期
に
お
け
る
労
務

管
理
に
つ
い
て
は
、
軍
需
会
社
法
所
定
の
権
限
行
使
以
外
の
行
為
に
よ
っ
て
官
吏
ま
た
は
国
の
機
関
が
隊
員
ら
に
損
害
を
与
え
た
場
合

に
は
、
対
等
当
事
者
間
で
行
わ
れ
る
非
権
力
的
行
為
と
み
な
し
う
る
可
能
性
が
あ
る
。
第
四
に
、
徴
用
命
令
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
法

関
係
も
非
権
力
的
関
係
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
の
と
こ
ろ
か
ら
、
国
に
よ
る
一
連
の
行
為
の
う
ち
国
家
無
答
責
の
法
理
に



よ
っ
て
国
が
免
責
さ
れ
る
の
は
徴
用
命
令
お
よ
び
軍
需
会
社
法
所
定
の
権
限
行
使
に
関
す
る
違
法
行
為
に
限
ら
れ
、
他
の
諸
行
為
に
つ

い
て
は
お
お
む
ね
民
法
の
賠
償
責
任
規
定
が
適
用
さ
れ
る
、
と
い
う
結
論
が
得
ら
れ
る
。

主

大審院判例からみた「国家無答責の法理」の再検討(三)・完

(
位
)
〔
表
口
〕
事
件
第
一
審
判
決
・
第
二
審
判
決
、
〔
表
苅
〕
事
件
第
一
審
判
決
・
第
二
審
判
決
参
照
。
な
お
、
〔
表
日
〕
事
件
は
元
朝
鮮
女
子
挺
身
隊
員
が
原

告
で
あ
る
が
国
を
被
告
と
し
て
い
な
い
。

(
H
U
)

東
京
高
判
二

O
O
三
(
平
成
一
四
)
・
一
・
一
五
(
〔
表
河
〕
事
件
第
二
審
判
決
)
八
|
九
頁
(
東
京
麻
糸
紡
績
附
沼
津
工
場
朝
鮮
人
女
子
勤
労
挺
身

隊
訴
訟
を
支
援
す
る
会
(
編
)
『
朝
鮮
人
女
子
勤
労
挺
身
隊
公
式
謝
罪
等
請
求
訴
訟
控
訴
審
判
決
』
(
同
会
、
二

O
O
二
年
)
所
収
)
。
山
口
地
下
関

支
判
一
九
九
八
(
平
成
一

O
)
・
四
・
二
七
(
〔
表
U
〕
事
件
第
一
審
判
決
)
判
時
二
ハ
四
一
一
号
四
二
頁
も
同
様
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
〔
挺
身
隊
〕
原
告

ら
は
、
:
:
:
〔
甘
言
に
基
づ
く
〕
「
志
願
」
の
形
式
を
と
っ
て
帝
国
日
本
の
総
動
員
体
制
に
組
み
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
岡
原
告
ら

と
帝
国
日
本
と
の
関
係
は
、
す
べ
て
右
〔
国
家
総
動
員
法
お
よ
び
女
子
挺
身
勤
労
令
等
の
〕
動
員
法
規
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
公
法
関
係
と
い
う
べ
き

で
あ
り
、
こ
の
聞
に
、
岡
原
告
ら
が
主
張
す
る
よ
う
な
一
般
私
法
上
の
権
利
義
務
関
係
を
内
容
と
す
る
合
意
が
介
在
す
る
余
地
は
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
右
『
挺
身
勤
労
契
約
』
な
る
契
約
関
係
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
判
断
し
て
い
る
。
総
動
員
体
制
を
包
括
的
に

「
公
法
関
係
」
と
み
な
し
、
こ
れ
を
私
法
の
適
用
が
な
い
関
係
と
理
解
し
、
「
挺
身
勤
労
契
約
」
の
成
立
を
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、

広
島
高
判
一
一

O
O
一
・
三
・
二
九
・
前
掲
注
(
8
)
五
二
|
五
三
百
一
は
同
様
の
認
定
を
し
な
が
ら
も
、
「
公
法
関
係
」
に
言
及
せ
ず
、
単
に
「
各
女
子

(
隊
員
)
と
一
審
被
告
〔
国
〕
と
の
聞
に
私
法
上
の
契
約
関
係
の
存
在
は
予
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
」
と
判
断
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

(
制
)
以
上
の
よ
う
な
「
強
制
連
行
」
に
つ
い
て
は
、
海
野
福
寿
「
朝
鮮
の
労
務
動
員
」
岩
波
講
座
『
近
代
日
本
と
植
民
地

5
』
(
岩
波
書
底
、
一
九
九
三

年
)
一

O
三
夏
以
下
、
同
「
朝
鮮
植
民
地
に
お
け
る
農
業
政
策
の
展
開
」
明
治
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要
三
二
冊
(
一
九
九
二
年
)
一
一
五
五
百
円
、
朝

鮮
人
強
制
連
行
実
態
調
査
報
告
書
編
集
委
員
会
(
編
)
『
北
海
道
と
朝
鮮
人
労
働
者
』
(
札
幌
学
院
大
学
生
活
協
同
組
合
、
一
九
九
九
年
)
四
二
頁
以

下
、
吉
田
・
前
掲
注
(
5
)
一
O
四
|
一

O
五
頁
参
照
。
関
係
法
令
に
つ
い
て
は
、
長
津
秀
編
『
戦
時
下
朝
鮮
人
・
中
国
人
・
連
合
軍
停
虜
強
制
連
行
資

料
集
(
第
二
巻
)
』
(
緑
蔭
書
一
房
、
一
九
九
二
年
)
参
照
。

(
必
)
山
田
昭
次
「
朝
鮮
女
子
勤
労
挺
身
隊
の
歴
史
的
位
置
」
(
東
京
高
裁
平
成
一
二
年
帥
第
九
七
五
号
(
〔
表
苅
〕
事
件
)
・
二

O
O
一
年
四
月
二
日
付
意
見

書
)
東
京
麻
糸
紡
績
側
沼
津
工
場
朝
鮮
人
女
子
勤
労
挺
身
隊
訴
訟
を
支
援
す
る
会
(
編
)
『
朝
鮮
人
女
子
勤
労
挺
身
隊
公
式
謝
罪
等
請
求
訴
訟
高
裁

編
・
山
田
昭
次
意
見
書
』
(
同
会
、
二

O
O
一
年
)
所
収
六
三
頁
な
ど
参
照
。
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(
必
)
山
口
地
下
関
支
判
一
九
九
八
・
四
・
二
七
・
前
掲
注
(
必
)
四
一
一
百
円
。

(
U
)

山
田
・
前
掲
注
(
の
)
六
三
頁
以
下
お
よ
び
同
書
・
添
付
資
料
3
参
照
。

(
必
)
山
口
地
下
関
支
判
一
九
九
八
・
四
・
一
一
七
・
前
掲
注
(
必
)
三

O

三
一
頁
。

(
紗
)
こ
の
場
合
で
も
、
国
民
勤
労
報
国
協
力
令
(
一
九
四
一
年
制
定
)
に
基
づ
く
動
員
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
同
令
四
条
が
「
国
民
勤
労
報
国
隊
ニ
依

ル
協
力
テ
為
サ
シ
ム
ル
期
間
ハ
:
:
・
一
年
ニ
付
三

O
日
以
内
ト
ス
」
と
定
め
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
短
期
間
の
動
員
が
同
令
の
趣
旨
だ
っ
た
と

理
解
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

(
苅
)
高
崎
・
前
掲
注
(
2
)
四
六
頁
な
ど
の
指
摘
を
参
照
。

(
日
)
小
池
善
之
「
戦
時
下
朝
鮮
人
女
性
の
労
務
動
員
|
|
東
京
麻
糸
紡
績
沼
津
工
場
の
朝
鮮
人
女
子
挺
身
隊
を
手
が
か
り
と
し
て
|
|
」
静
岡
県
近
代
史

研
究
二
二
号
(
一
九
九
六
年
)
一
一
七
百
円
、
高
崎
・
前
掲
注
(
2
)
五
六
頁
な
ど
参
照
。
な
お
、
国
民
勤
労
報
国
協
力
令
の
定
め
る
年
齢
は
「
年
齢
十
四

年
以
上
二
十
五
年
未
満
ノ
女
子
」
(
三
条
)
、
期
間
は
「
一
年
ニ
付
三
十
日
以
内
」
(
四
条
)
、
国
民
職
業
能
力
申
告
令
(
四
一
年
改
正
後
)
に
よ
る
女
子

の
登
録
対
象
年
齢
は
「
年
齢
十
六
年
以
上
三
十
五
年
未
満
ノ
女
子
」
(
二
条
)
で
あ
る
。

(
m
A
)

東
京
高
判
二

O
O
二
・
一
・
一
五
・
前
掲
注
(
必
)
六
|
七
頁
。

(
日
)
同
判
決
・
前
掲
注
(
必
)
の
引
用
部
分
を
参
照
。

(
U
A
)

山
口
地
下
関
支
判
一
九
九
八
・
四
・
一
一
七
・
前
掲
注
(
必
)
四
二
頁
。
国
側
は
、
同
訴
訟
の
ほ
か
、
朝
鮮
人
強
制
連
行
関
係
の
訴
訟
で
も
同
趣
旨
の
主

張
を
し
、
原
告
側
も
こ
の
点
を
争
っ
て
い
な
い
。

(
日
)
一
九
二
一
年
(
大
正
一

O
年
)
制
定
の
職
業
紹
介
法
は
、
市
町
村
に
よ
る
職
業
紹
介
所
の
設
置
や
事
業
者
に
よ
る
有
料
・
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
に

関
す
る
規
制
措
置
な
ど
を
定
め
て
い
た
が
、
一
九
三
九
年
四
月
、
国
家
総
動
員
法
の
制
定
に
と
も
な
っ
て
抜
本
的
に
改
正
さ
れ
た
。
改
正
法
は
、
政
府

が
こ
の
事
業
を
管
掌
す
る
も
の
と
し
(
一
条
)
、
原
則
と
し
て
私
人
に
よ
る
事
業
を
禁
止
し
た
(
二
条
)
。

(
%
)
市
原
博
「
戦
時
期
日
本
企
業
の
朝
鮮
人
管
理
の
実
態
」
土
地
制
度
史
学
一
五
七
号
(
一
九
九
七
年
)
一
八
頁
以
下
参
照
。
実
務
上
の
主
な
根
拠
規
定

は
、
朝
鮮
人
労
務
者
募
集
要
綱
(
一
九
四
二
年
)
、
労
務
動
員
実
施
計
画
ニ
依
ル
朝
鮮
人
労
務
者
ノ
内
地
移
入
斡
旋
要
綱
(
同
年
)
、
朝
鮮
人
労
務
者
内

地
送
出
改
善
強
化
概
要
(
一
九
四
四
年
)
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
長
四
再
編
・
前
掲
注
(
叫
)
一
一
八
五
百
円
、
三
九

O
頁
、
二

O
二貝。

(
幻
)
前
掲
注
(
必
)
の
引
用
部
分
を
参
照
。

(
兜
)
女
子
勤
労
動
員
の
促
進
に
関
す
る
件
(
一
九
四
三
年
九
月
一
三
日
、
次
官
会
議
決
定
)
四
付
。

(
到
)
東
条
英
機
首
相
の
「
女
子
の
徴
用
は
行
わ
な
い
」
旨
の
発
言
(
古
岡
崎
・
前
掲
注
(
2
)
四
六
百
九
)
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
四
四
年
一
一
月
ご
ろ
ま
で
は
こ

の
よ
う
な
方
針
金
維
持
し
て
い
た
。



(ω)
前
掲
注
(
2
)
お
よ
び
前
掲
注
(
拘
)
参
照
。

(
“
)
東
京
高
判
二

O
O二
・
一
-
一
五
・
前
掲
注
(
必
)
八
百
円
。

(
位
)
前
掲
注
(
必
)
の
引
用
部
分
を
参
照
。

(
臼
)
規
定
に
つ
い
て
は
長
津
編
・
前
掲
注
(
U
H
)

三
O
O頁
以
下
お
よ
び
二

O
九
百
一
以
下
所
載
の
も
の
を
参
照
。

(ω)
朝
鮮
人
労
務
者
内
池
送
出
ノ
強
化
ニ
就
テ
・
別
途
打
合
事
項
(
長
津
編
・
前
掲
注
(
伺
)
二
三
四
二
三
六
百
(
)
参
照
。

(
的
)
移
動
の
経
費
負
担
に
つ
い
て
は
、
国
民
勤
労
報
国
協
力
令
九
条
、
女
子
挺
身
隊
受
入
側
措
置
要
綱
(
四
四
年
六
月
)
第
二
、
四
口
付
、
女
子
挺
身
勤

労
令
一
二
条
、
国
民
勤
労
動
員
令
三
九
条
な
ど
を
参
照
。
徴
用
の
場
合
(
国
民
徴
用
令
一
九
条
)
以
外
は
す
べ
て
、
事
業
者
負
担
と
さ
れ
て
い
た
。
ま

た
、
官
斡
旋
と
徴
用
と
の
法
的
性
質
の
差
異
に
つ
い
て
は
、
長
津
編
・
前
掲
注
(
H
H
)

所
載
の
「
内
地
送
出
」
関
係
諸
規
定
を
参
照
。
こ
れ
ら
に
よ
れ

ば
、
官
斡
旋
に
よ
る
送
出
は
で
き
る
限
り
徴
用
の
場
合
と
同
様
に
取
り
扱
う
と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
っ
て
、
両
者
間
に
は
法
的
性
質
に
お
い
て
|
|
強

制
力
・
罰
則
の
適
用
・
権
利
義
務
・
費
用
負
担
等
の
面
で
|
|
根
本
的
な
差
異
が
あ
る
。

(
“
)
同
要
綱
第
二
、
三
参
照
。
訓
練
お
よ
び
指
導
の
内
容
と
し
て
、
同
で
は
二
週
間
以
上
の
予
備
訓
練
期
聞
を
設
け
て
生
活
指
導
や
初
期
作
業
訓
練
等
を

実
施
す
る
こ
と
、
同
で
は
「
予
備
訓
練
修
了
後
モ
成
庁
ベ
ク
一
週
二
回
程
度
安
全
教
育
、
保
健
教
育
、
初
等
工
学
、
機
械
学
等
ニ
付
教
育
ス

W
外
別
ニ

一
週
二
時
間
以
上
女
子
ノ
特
性
ノ
伸
張
、
婦
徳
ノ
酒
養
ニ
必
要
ナ
ル
教
養
テ
授
ク
ル
コ
ト
」
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

(
幻
)
東
京
高
判
二

O
O二
・
一
・
一
五
・
前
掲
注
(
必
)
の
引
用
部
分
を
参
照
。

(ω
凹
)
た
と
え
ば
大
審
院
の
〔
げ
〕
判
決
を
参
照
。
私
権
そ
の
も
の
の
制
限
で
あ
る
〔
幻
〕
判
決
の
場
合
と
比
較
す
れ
ば
、
こ
の
点
は
明
瞭
で
あ
ろ
う
。

(ω)
大
審
院
〔
ロ
〕
判
決
、
〔
お
〕
判
決
、
〔
お
〕
判
決
な
ど
参
照
。

(
苅
)
大
審
院
〔
お
〕
判
決
、
〔
H
U

〕
判
決
な
ど
参
照
。
た
だ
し
、
国
庫
に
関
す
る
事
件
と
い
う
点
は
異
な
る
。

(苅

a)

後
掲
注
(
%
)
参
照
。

(
れ
)
東
京
地
判
一
九
九
九
(
平
成
一
二
・
三
・
二
四
訟
月
四
五
巻
一

O
号
一
八
六
七
頁
。
こ
れ
は
国
の
主
張
の
要
約
部
分
で
あ
る
。
判
決
理
由
に
お
け

る
ほ
ぼ
同
旨
の
認
定
は
同
一
八
八
一
頁
(
〔
表
幻
〕
事
件
第
一
審
判
決
)
。

(
刀
)
市
原
・
前
掲
注
(
%
)
三
七
頁
以
下
、
朝
鮮
人
強
制
連
行
実
態
調
査
報
告
書
一
編
集
委
員
会
(
編
)
・
前
掲
注
(
H
H
)

七
二
頁
以
下
な
ど
。

(
乃
)
名
古
屋
三
菱
・
朝
鮮
女
子
勤
労
挺
身
隊
訴
訟
弁
護
団
等
編
『
訴
状
』
(
一
九
九
九
年
)
七
六
頁
お
よ
び
同
『
訴
状
(
第
二
次
訴
訟
)
』
(
二

0
0
0

年
)
七
二
頁
は
、
「
監
督
責
任
者
は
、
旧
三
菱
重
工
株
式
会
社
社
員
で
あ
っ
た
が
、
一
九
四
四
年
当
時
す
で
に
同
社
と
の
雇
用
契
約
は
徴
用
形
態
に
切

り
替
え
ら
れ
て
い
た
(
こ
れ
を
「
現
員
徴
用
」
と
い
う
ご
と
し
て
い
る
。

(
九
)
総
動
員
法
三
六
条
に
よ
っ
て
処
罰
の
対
象
と
な
る
の
は
、
徴
用
(
四
条
)

大審院判例からみた「国家無答責の法理Jの再検討(ゴ・完55 

の
拒
否
お
よ
び
就
業
先
の
従
業
条
件
に
関
す
る
命
令
(
六
条
)

に
対
す
る
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遠
反
に
限
ら
れ
る
。
同
法
六
条
を
通
じ
て
勤
労
協
力
(
五
条
)
の
拒
否
に
対
し
て
も
罰
則
が
適
用
さ
れ
た
形
跡
が
あ
る
が
(
女
子
挺
身
隊
制
度
強
化
方

策
要
綱
・
備
考
口
、
高
崎
・
前
掲
注
(
2
)
五
三
頁
な
と
て
こ
れ
は
女
子
挺
身
勤
労
令
一
七
条
が
国
家
総
動
員
法
六
条
に
基
づ
く
と
称
し
て
|
|
同
条

の
「
従
業
条
件
ニ
付
必
要
ナ
ル
命
令
」
と
い
う
限
定
を
逸
脱
し
て
l
|
勤
労
協
力
命
令
と
同
等
の
命
令
を
地
方
長
官
が
下
せ
る
よ
う
に
し
た
た
め
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

(
万
)
一
九
四
五
年
三
月
公
布
・
施
行
の
国
民
勤
労
動
員
令
三
五
条
以
下
お
よ
び
そ
の
施
行
規
則
四
七
条
以
下
に
よ
れ
ば
、
京
子
挺
身
勤
労
令
に
基
づ
く
女

子
挺
身
隊
の
総
動
員
業
務
へ
の
従
事
は
、
徴
用
で
は
な
く
、
以
前
と
同
様
に
勤
労
協
力
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。

(
花
)
軍
需
会
社
法
六
条
「
命
令
ノ
定
ム
ル
所
ニ
依
リ
生
産
責
任
者
及
生
産
担
当
者
並
ニ
軍
需
会
社
ノ
営
ム
軍
需
事
業
ニ
従
事
ス
ル
者
ハ
国
家
総
動
員
法
ニ

依
リ
徴
用
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ト
看
倣
ス
」
。
生
産
責
任
者
と
は
「
政
府
-
一
対
シ
軍
需
会
社
ノ
責
務
遂
行
ニ
関
シ
会
社
テ
代
表
シ
テ
其
ノ
責
テ
任
ズ
ル
」
者

で
あ
り
(
四
条
)
、
生
産
担
当
者
と
は
「
政
府
ニ
対
シ
生
産
責
任
者
ノ
指
俸
ニ
従
ヒ
テ
担
当
業
務
テ
遂
行
ス
ル
ノ
責
ニ
任
ズ
ル
」
者
で
あ
る
(
五
条
)
。

(
刀
)
本
稿
二
冊
の
ま
と
め
を
参
照
。

(
花
)
裁
判
例
も
含
め
て
、
堀
勝
洋
「
動
向
社
会
保
障
判
例
」
季
刊
社
会
保
障
研
究
二
九
巻
二
号
(
一
九
九
三
年
)

行
政
と
法
』
(
尚
学
社
、
一
九
九
五
年
)
二
五
頁
以
下
参
照
。

(
乃
)
広
島
地
呉
支
判
一
九
二
四
(
大
正
二
二
)
・
六
・
五
、
法
律
新
聞
二
二
八
二
号
二
一
百
円
。

一
八
九
頁
以
下
、
橋
本
宏
子
『
福
祉

四

結

一語

最
後
に
、
結
論
を
要
約
し
て
、
本
稿
の
結
び
と
し
た
い
。

第
一
に
、
国
家
無
答
責
の
法
理
に
関
す
る
大
審
院
判
例
の
主
要
な
内
容
は
、
次
の
四
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
国
の
権
力
的
行

為
に
起
因
す
る
損
害
の
賠
償
請
求
訴
訟
は
司
法
裁
判
所
の
管
轄
に
属
す
る
、
②
権
力
的
行
為
は
「
統
治
権
に
基
づ
く
行
為
」
と
「
行

政
処
分
」

に
限
定
さ
れ
、

し
か
も
権
力
的
行
為
に
該
当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
実
定
法
上
の
権
限
規
範
を
基
準
と
し
て
審
査
さ
れ

る
、
③
国
の
非
権
力
的
行
為
に
起
因
す
る
損
害
に
つ
い
て
は
、
国
が
民
法
上
の
不
法
行
為
責
任
を
負
う
、
④
事
実
認
定
を
行
わ
な
い



で
国
家
無
答
責
の
法
理
を
適
用
し
た
判
決
は
破
棄
さ
れ
、
原
審
に
差
し
戻
さ
れ
る
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
二
に
、
国
家
無
答
責
の
法
理
に
基
づ
い
て
請
求
を
棄
却
な
い
し
却
下
し
た
近
年
の
諸
判
決
は
、
国
家
賠
償
法
附
則
六
項
に
い
う

「
従
前
の
例
」

に
該
る
と
裁
判
所
自
身
が
み
な
し
た
大
審
院
判
例
を
ま
っ
た
く
ふ
ま
え
て
お
ら
ず
、
国
家
無
答
責
の
法
理
に
つ
い
て
判

断
を
下
す
た
め
の
前
提
条
件
を
欠
い
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
ら
は
、
事
実
認
定
を
省
略
し
た
り
、
同
法
理
と
は
無
関
係
の
大
審
院
判
決
や

判
例
と
し
て
の
扱
い
が
否
定
さ
れ
た
判
決
を
援
用
す
る
な
ど
、
形
式
的
に
み
て
も
杜
撰
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、

」
れ
ら
の
判
決
は
、

大審院判例からみた「国家無答責の法理」の再検討(二)・完

今
後
、
上
級
審
に
お
い
て
破
棄
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

第
三
に
、
国
家
賠
償
法
一
条
に
い
う
「
公
権
力
の
行
使
」
と
国
家
無
答
責
の
法
理
の
適
用
対
象
と
な
る

「
権
力
的
行
為
」

と
は
ま
つ

た
く
別
の
概
念
で
あ
り
、
厳
密
に
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
、
国
の
一
定
の
行
為
が

「
公
権
力
の
行
使
」

に
該
当
す

る
と
い
う
理
由
で
同
法
理
を
適
用
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
最
三
小
判
一
九
五

O
(昭
和
二
五
)
・
四
・
一
一
の
ほ

か
、
同
最
判
を
援
用
し
た
近
年
の
判
決
は
、

こ
の
よ
う
な
基
本
的
な
概
念
を
誤
用
し
て
い
る
の
で
、
訂
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
に
、
朝
鮮
女
子
勤
労
挺
身
隊
の
動
員
に
関
す
る
固
と
隊
員
と
の
法
関
係
は
、
権
力
的
関
係
・
非
権
力
的
関
係
・
私
法
的
関
係
に

三
分
で
き
、

徴
用
命
令
お
よ
び
軍
需
会
社
法
上
の
権
限
行
使
は
権
力
的
関
係
の
下
で
の
行
為
だ
と
い
え
る
が
、

こ
れ
以
外
の
国
の
行

為
は
後
二
者
に
属
す
る
。

し
た
が
っ
て
、

こ
の
動
員
に
関
す
る
国
の
行
為
の
多
く
に
つ
い
て
は
、
国
家
無
答
責
の
法
理
を
適
用
で
き
な

ぃ
。
ま
た
そ
れ
ゆ
え
、

元
隊
員
ら
が
提
起
し
て
い
る
戦
後
補
償
請
求
訴
訟
に
お
い
て
は
、
国
の
違
法
行
為
に
起
因
す
る
損
害
の
ほ
と
ん

ど
に
つ
い
て
、
民
法
を
適
用
し
て
救
済
を
図
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
元
朝
鮮
女
子
勤
労
挺
身
隊
員
に
対
す
る
損
害
賠
償
等
請
求
事
件
(
一
九
九
九
〔
平
成
一
一
〕
年
制
第
七
六
四
号
お
よ
び
二

0
0

0
〔
平
成
二
己
年
例
第
五
三
四
二
互
に
つ
い
て
私
が
名
古
屋
地
方
裁
判
所
民
事
第
四
部
に
提
出
し
た
意
見
書
「
大
審
院
判
例
か
ら
み
た

『
国
家
無
答
責
の
法
理
』
の
再
検
討
|
|
朝
鮮
女
子
勤
労
挺
身
隊
の
動
員
全
例
と
し
て
|
|
」
を
補
訂
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た

本
稿
は
、
二

O
O
一
年
度
南
山
大
学
パ
ツ
へ
研
究
奨
励
金
I

A

に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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《
資
料
》

女
子
挺
身
勤
労
令
(
昭
和
一
九
年
八
月
二
三
日

勅
令
第
五
一
九
号
)

第
一
条
勤
労
常
時
要
員
ト
シ
テ
ノ
女
子
(
学
徒
勤
労
令
ノ
適
用
テ
受
ク
ベ
キ
者
テ
除
ク
)
ノ
隊
組
織
(
以
下
女
子
挺
身
隊
ト
称
ス
)
ニ
依
ル

勤
労
強
力
ニ
関
ス
ル
命
令
ニ
シ
テ
国
家
総
動
員
法
第
五
条
ノ
規
定
ニ
基
ク
モ
ノ
並
ニ
当
該
命
令
ニ
依
ル
勤
労
協
力
テ
為
ス
ベ
キ
者
及
女
子
挺

身
隊
ニ
依
ル
従
業
テ
為
ス
者
ノ
一
居
入
、
使
用
、
就
職
、
従
業
又
ハ
給
与
其
ノ
他
ノ
従
業
条
件
ニ
関
ス
ル
命
令
ニ
シ
テ
同
法
第
六
条
ノ
規
定
ニ

基
ク
モ
ノ
ニ
関
シ
テ
ハ
当
分
ノ
内
本
令
ノ
定
ム
ル
所
ニ
依
ル

第
二
条
国
家
総
動
員
法
第
五
条
ノ
規
定
ニ
依
ル
命
令
ニ
依
リ
女
子
ガ
女
子
挺
身
隊
ニ
依
リ
為
ス
勤
労
協
力
(
以
下
挺
身
勤
労
ト
称
ス
)
ハ

園
、
地
方
公
共
団
体
又
ハ
厚
生
大
臣
若
ハ
地
方
長
官
(
東
京
都
ニ
ア
リ
テ
ハ
警
視
総
監
以
下
同
ジ
)
ノ
指
定
ス
ル
者
ノ
行
フ
命
令
テ
以
テ
定

ム
ル
総
動
員
業
務
ニ
付
之
デ
為
サ
シ
ム
ル
モ
ノ
ト
ス

第
三
条
挺
身
勤
労
テ
為
ス
ベ
キ
者
(
以
下
隊
員
ト
称
ス
)
ハ
国
民
職
業
能
力
申
告
令
ニ
依
ル
国
民
登
録
者
タ
ル
女
子
ト
ス

前
項
該
当
者
以
外
ノ
女
子
ハ
志
願
デ
為
シ
タ
ル
場
合
ニ
限
リ
隊
員
ト
為
ス
コ
ト
テ
得
ル
モ
ノ
ト
ス

第
四
条
引
続
キ
挺
身
勤
労
テ
為
サ
シ
ム
ル
期
間
ハ
特
別
ノ
事
情
ア
ル
場
合
テ
除
ク
ノ
外
概
ネ
一
年
ト
ス

隊
員
テ
シ
テ
引
続
キ
一
年
テ
超
エ
挺
身
勤
労
テ
為
サ
シ
ム
ル
場
合
-
一
於
テ
ハ
隊
員
ノ
同
意
ア
ル
コ
ト
テ
要
ス

第
五
条
挺
身
勤
労
テ
受
ケ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
命
令
ノ
定
ム
ル
所
ニ
依
リ
地
方
長
官
-
一
之
テ
請
求
又
ハ
申
請
ス
ベ
シ

第
六
条
地
方
長
官
前
条
ノ
規
定
ニ
依
ル
請
求
又
ハ
申
請
ア
リ
タ
ル
場
合
ニ
於
テ
女
子
挺
身
隊
テ
出
動
セ
シ
ム
ル
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ

命
令
ノ
定
ム
ル
所
ニ
依
リ
市
町
村
長
(
市
町
村
長
ニ
準
ズ
ベ
キ
モ
ノ
テ
合
ミ
東
京
都
ノ
区
ノ
存
ス
ル
区
域
並
ニ
京
都
市
、
大
阪
市
、
名
古
屋

市
、
横
浜
市
及
神
戸
市
ニ
在
リ
テ
ハ
区
長
ト
ス
以
下
同
ジ
)
其
ノ
他
ノ
団
体
ノ
長
又
ハ
学
校
長
ニ
対
シ
隊
員
ト
為
ル
ベ
キ
者
デ
選
抜
ス
ベ
キ

コ
ト
テ
命
ズ
ル
モ
ノ
ト
ス

第
七
条
前
条
ノ
命
令
テ
受
ケ
タ
ル
者
ハ
本
人
ノ
年
令
、
身
体
ノ
状
態
、
家
庭
ノ
状
況
等
テ
劉
酌
シ
隊
員
ト
為
ル
ベ
キ
者
テ
選
抜
シ
之
テ
地
方

長
官
ニ
報
告
ス
ベ
シ

第
八
条
地
方
長
官
ハ
前
条
ノ
規
定
ニ
依
ル
報
告
ア
リ
タ
ル
者
ノ
中
ヨ
リ
隊
員
テ
決
定
シ
本
人
ニ
其
ノ
旨
テ
挺
身
勤
労
令
書
-
一
依
リ
通
知
シ
挺

身
勤
労
ニ
関
シ
必
要
ナ
ル
事
項
テ
指
示
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
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前
条
ノ
規
定
ニ
依
ル
通
知
テ
受
ケ
タ
ル
者
ハ
同
条
ノ
規
定
ニ
依
ル
指
示
-
一
従
ヒ
挺
身
勤
労
テ
為
ス
ベ
シ

挺
身
勤
労
テ
為
ス
場
合
ノ
女
子
挺
身
隊
ノ
組
織
及
運
営
並
ニ
其
ノ
隊
員
ノ
規
律
ニ
関
シ
必
要
ナ
グ
事
項
ハ
命
令
テ
以
テ
之
テ
定
ム

第
十
一
条
地
方
長
官
ハ
命
令
ノ
定
ム
ル
所
ニ
依
リ
特
別
ノ
事
情
ア
ル
場
合
ニ
於
テ
ハ
挺
身
勤
労
ノ
全
部
又
ハ
一
部
ノ
停
止
ニ
関
シ
必
要
ナ

y

措
置
テ
為
ス
コ
ト
テ
得

第
十
二
条
挺
身
勤
労
ニ
要
ス
ル
経
費
ハ
命
令
ノ
定
ム
ル
所
ニ
依
リ
特
別
ノ
事
情
ア
ル
場
合
テ
除
ク
ノ
外
挺
身
勤
労
テ
受
ク
ル
者
之
テ
負
担
ス

ル
モ
ノ
ト
ス

第
十
三
条
厚
生
大
臣
(
軍
需
省
所
管
企
業
ニ
於
ケ
ル
勤
労
管
理
及
給
与
ニ
関
ス
ル
事
項
ニ
付
テ
ハ
軍
需
大
臣
)
又
ハ
地
方
長
官
必
要
ア
リ
ト

認
ム
ル
ト
キ
ハ
国
家
総
動
員
法
第
六
条
ノ
規
定
ニ
基
キ
挺
身
勤
労
テ
受
ク
ル
事
業
主
-
一
対
シ
隊
員
ノ
使
用
又
ハ
給
与
其
ノ
他
ノ
従
業
条
件
ニ

関
シ
必
要
ナ
ル
命
令
テ
為
ス
コ
ト
テ
得

隊
員
ガ
業
務
上
負
傷
シ
、
疾
病
ニ
擢
リ
又
ハ
死
亡
シ
タ
ル
場
合
ニ
於
ケ
ル
本
人
又
ハ
其
ノ
遺
族
ノ
扶
助
ニ
関
シ
必
要
ナ
ル
事
項
ハ
命
令
テ
以

テ
之
テ
定
ム

第
十
四
条
左
ノ
各
号
ノ
一
ニ
該
当
ス
ル
者
ハ
隊
員
ト
為
サ
ザ
ル
モ
ノ
ト
ス
但
シ
隊
員
ニ
シ
テ
第
一
号
又
ハ
第
二
号
ニ
該
当
ス
ル
ニ
至
リ
タ
ル

モ
ノ
ハ
此
ノ
限
ニ
在
ラ
ズ

一
陸
海
軍
軍
属

三
陸
軍
大
臣
若
ハ
海
軍
大
臣
ノ
所
管
ニ
属
ス
ル
官
街
(
部
隊
及
学
校
テ
含
ム
)
又
ハ
厚
生
大
臣
ノ
指
定
ス
ル
工
場
、
事
業
場
其
ノ
他
ノ
場

所
ニ
於
テ
軍
事
上
必
要
ナ
ル
総
動
員
業
務
-
一
従
事
ス
ル
者

三
法
令
ニ
依
リ
拘
禁
中
ノ
者

第
十
五
条
左
ノ
各
号
ノ
一
ニ
該
当
ス
ル
者
ハ
志
願
ニ
依
ル
場
合
テ
除
ク
ノ
外
隊
員
ト
為
サ
ザ
ル
モ
ノ
ト
ス

一
厚
生
大
臣
ノ
指
定
ス
ル
総
動
員
業
務
ニ
従
事
ス
ル
者

二
家
庭
生
活
ノ
根
軸
タ
ル
者

三
其
ノ
他
厚
生
大
臣
ノ
指
定
ス
ル
者

第
十
六
条
厚
生
大
臣
又
ハ
地
方
長
官
ハ
命
令
ノ
定
ム
ル
所
ニ
依
リ
挺
身
勤
労
ニ
関
シ
市
町
村
長
其
ノ
他
ノ
団
体
ノ
長
若
ハ
学
校
長
又
ハ
隊
員

若
ハ
挺
身
勤
労
テ
受
ク
ル
事
業
主
テ
監
督
ス

第
九
条

第
十
条

59 



60 

第
十
七
条
地
方
長
官
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
場
合
ニ
於
テ
ハ
国
家
総
動
員
法
第
六
条
ノ
規
定
ニ
基
キ
挺
身
勤
労
テ
為
サ
ザ
ル
'
者
ニ
対
シ
第
五
条

ノ
規
定
ニ
依
ル
請
求
又
ハ
申
請
-
一
係
ル
工
場
事
業
場
其
ノ
他
ノ
場
所
ニ
就
職
ス
ル
コ
ト
テ
命
ズ
ル
コ
ト
テ
得

前
項
ノ
工
場
、
事
業
場
其
ノ
他
ノ
場
所
ノ
事
業
主
ハ
国
家
総
動
員
法
第
六
条
ノ
規
定
-
一
基
キ
同
項
ノ
規
定
ニ
依
ル
命
令
テ
受
ケ
タ
ル
者
ヨ
リ

就
職
申
出
テ
受
ケ
タ
ル
ト
キ
ハ
之
テ
一
雇
一
入
ル
ル
コ
ト
テ
要
ス

厚
生
大
臣
(
軍
需
省
所
管
企
業
ニ
於
ケ
ル
勤
労
管
理
及
給
与
ニ
関
ス
ル
事
項
ニ
付
テ
ハ
軍
需
大
臣
)
又
ハ
地
方
長
官
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト

キ
ハ
国
家
総
動
員
法
第
六
条
ノ
規
定
-
一
基
キ
第
一
項
ノ
規
定
ニ
依
ル
命
令
テ
受
ケ
タ
ル
者
又
ハ
前
項
ノ
事
業
主
ニ
対
シ
第
一
項
ノ
規
定
-
一
依

ル
命
令
テ
受
ケ
タ
ル
者
ノ
使
用
、
従
業
又
ハ
給
与
其
ノ
他
ノ
従
業
条
件
ニ
関
シ
必
要
ナ
ル
命
令
テ
為
ス
コ
ト
テ
得

第
十
三
条
第
二
項
ノ
規
定
ハ
第
一
項
ノ
規
定
ニ
依
ル
命
令
テ
受
ケ
タ
Y
者
又
ハ
其
ノ
遺
族
ノ
扶
助
ニ
之
テ
準
用
ス

第
十
八
条
第
十
三
条
ノ
規
定
ハ
地
方
長
官
又
ハ
国
民
勤
労
動
員
署
長
ノ
為
ス
指
導
又
ハ
勧
奨
ニ
基
キ
女
子
ガ
女
子
挺
身
隊
ニ
依
リ
第
二
条
ノ

規
定
ニ
依
ル
総
動
員
業
務
ニ
付
工
場
、
事
業
場
其
ノ
他
ノ
場
所
ニ
於
テ
従
業
ス
ル
場
合
ニ
之
テ
準
用
ス

第
十
九
条
地
方
長
官
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
本
令
ニ
規
定
ス
ル
職
権
ノ
一
部
テ
国
民
勤
労
動
員
署
長
テ
シ
テ
分
掌
セ
シ
ム
ル
コ
ト
テ
得

第
二
十
条
第
十
三
条
(
第
十
七
条
第
四
項
及
第
十
八
条
ニ
於
テ
準
用
ス
ル
場
合
テ
含
ム
)
、
第
十
六
条
並
ニ
第
十
七
条
第
二
項
及
第
三
項
ノ

規
定
ハ
事
業
主
タ
ル
国
及
都
道
府
県
ニ
ハ
之
テ
適
用
セ
ズ

第
二
十
一
条
本
令
中
厚
生
大
臣
ト
ア
ル
ハ
朝
鮮
ニ
在
リ
テ
ハ
朝
鮮
総
督
、
台
湾
ニ
在
リ
テ
ハ
台
湾
総
督
ト
シ
地
方
長
官
ト
在
ル
ハ
朝
鮮
ニ
在

リ
テ
ハ
道
知
事
、
台
湾
ニ
在
リ
テ
ハ
州
知
事
又
ハ
庁
長
ト
シ
市
町
村
長
ト
ア
ル
ハ
朝
鮮
ニ
在
リ
テ
ハ
府
罪
(
京
城
府
ニ
在
リ
テ
ハ
区
長
)
又

ハ
邑
面
長
、
台
湾
ニ
在
リ
テ
ハ
市
長
又
ハ
郡
守
(
彰
湖
庁
-
一
在
リ
テ
ハ
庁
長
)
ト
シ
国
民
勤
労
動
員
署
長
ト
ア
ル
ハ
朝
鮮
ニ
在
リ
テ
ハ
府

予
、
郡
守
又
ハ
島
司
、
台
湾
ニ
在
リ
テ
ハ
市
長
又
ハ
郡
守
(
V
W
湖
庁
ニ
在
リ
テ
ハ
庁
長
)
ト
シ
都
道
府
県
ト
ア
ル
ハ
朝
鮮
ニ
在
リ
テ
ハ
道
、

台
湾
ニ
在
リ
テ
ハ
州
又
ハ
庁
ト
ス

第
二
十
二
条
挺
身
勤
労
ニ
ハ
国
民
勤
労
報
国
協
力
令
ハ
之
テ
適
用
セ
ズ

第
二
十
三
条
本
令
ニ
規
定
ス
ル
モ
ノ
ノ
外
挺
身
勤
労
ニ
関
シ
必
要
ナ
ル
事
項
ハ
命
令
テ
以
テ
之
テ
定
ム

，f叶J
d

H

H

4

同

肘

日

日

本
令
ハ
公
布
ノ
日
ヨ
リ
之
テ
施
行
ス
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< Thesen> 

1. Die standige Rechtsprechung des Reichsgerichtshofs in Bezug auf die "Doktrin von 

der Staatsimmunitat“besteht aus vier Elementen: (a) Die Zustandigkeit臼rScha-

denersatzklagen wegen Handlungen der Staatsgewalt liegt bei der ordentlichen 

Gerichtsbarkeit， (b) zu Handlungen der Staatsgewalt gehoren Hoheitsakte und 

Verwaltungsakt; ob eine Handlung hierzu zu rechnen ist oder nicht， ist aufgrund 

der positiven Kompetenzvorschri氏enzu beurteilen， (c) Schaden verursacht durch 

Handlungen des Staates， die nicht als Handlungen der Staatsgewalt einzuordnen 

sind， hat der Staat auf Grundlage der zivilrechtlichen Deliktshaftung zu ersetzen， 

und (d)， die Entscheidungen， in denen diese Doktrin angewendet worden ist ohne 

Feststellung der erforderlichen Tatsachen， sollen aufgehoben werden. 

2. Die meisten Gerichtsentscheidungen， die aufgrund der "Doktrin von der Staats 

immunitat“die Klage abgewiesen oder zuruckgewiesen haben， mussen aufgehoben 

werden， weil sie die Reichsgerichtshofsentscheidungen， die zum "bisherigen 

Beispiel“im Sinne von ~ 6 der Erganzungsvorschrift des Staatsentschadigungs-

gesetzes gehoren， ignorieren und von ihnen abweichen. 

3. Man darf diese Doktrin nicht auf Grundlage des Begri飴 "derAusubung offentli-

cher Gewalt“im Sinne von ~ 1 Staatsentschadigungsgesetz anwenden， weil dieser 

Begriff viel weiter ist als der Begriff der "Handlungen der Staatsgewalt“. 

4. Die Rechtsverhaltnisse zwischen dem japanischen Staat und den koreanischen 

Madchen， die in der Kriegszeit dienstverpt1ichtet wurden， muss man in die drei 
Gruppen einteilen: Rechtsverhaltnisse im Zusammenhang mit Handlungen der 

Staaぉgewalt，solche nicht im Zusammenhang zu Handlungen der Staatsgewalt und 

rein privatrechtlich zu beurteilende Rechtsverhaltnisse. Auser der Verpt1ichtung 
zum Hilfsdienst gehoren die Tatigkeit des Staates in Bezug auf die Dienstverpt1ich-
tung entweder zu Fallen， die keine Handlungen der Staatsgewalt betre釘en，oder zu 

Fallen zivilrechtlicher Natur. Folglich i凶stdie 

auf dies促eF 邑剖油lleauch nich加1甘tanwendbar乙， und ob den Opfiたernwegen rechtωswidrige町r 

Han】dlungε釘叩ndes St匂aa抗te白sein Ans叩pruchauf Ent“schadigung zusteht oder nicht， kann 
bei den Gerichtsverfahren der Nachkriegszeit zumeist nach den Vorschriften des 

Zivilrechts beurteilt werden. 
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